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新

一

年

生

吉
藤
　
浩
之

夷
藤
　
美
雪

北
　
　
千
聖

喜
多
満
理
奈

櫻
井
　
千
夏

清
水
　
　
雅

高
川
　
円
花

鶴
丸
　
舞
花

成
清
　
　
光

八
田
　
裕
子

松
井
　
愛
未

宮
田
久
瑠
美

●
鶴
ケ
丘
北

19
名

東
　
　
侑
希

夷
藤
　
亨
斗

操
川
　
　
翔

小
浦
　
拓
也

高
多
　
瞭
治

船
本
　
勇
真

松
井
　
龍
史

安
田
　
尚
矢

表
　
　
可
純

小
西
　
里
佳

島
田
　
真
有

菅
谷
　
愛
理

田
村
美
那
子

長
　
果
菜
子

中
村
　
　
茜

畑
野
　
萌
美

深
田
志
緒
莉

山
田
　
珠
美

山
本
　
莉
奈

●
大
根
布

46
名

油
谷
　
賢
志

岩
崎
　
聖
也

岩
本
侑
一
郎

右
近
　
茂
樹

小
竹
　
駿
太

笠
間
　
哲
也

上
出
　
貴
洋

此
下
　
啓
介

佐
藤
　
瑛
治

下
出
　
竜
也

白
澤
　
正
洋

新
矢
　
怜
央

重
島
　
直
弘

脊
戸
　
直
輝

竹
内
　
克
行

寺
本
　
圭
吾

出
嶋
　
佑
旭

内
藤
　
和
紀

長
原
　
諄
弥

堀
田
　
光
希

前
崎
　
将
人

前
島
　
勇
紀

松
井
　
大
智

道
村
　
恭
如

南
　
玲
於
奈

森
岡
　
将
人

山
口
　
有
斗

入
野
　
　
京

永
本
　
美
咲

雁
谷
　
　
渚

川
江
　
爽
加

北
川
　
梨
絵

中
捨
　
成
美

橋
本
　
佳
奈

●
鶴
ケ
丘
東

43
名

阿
字
地
　
亮

内
堀
　
耕
介

尾
川
　
　
諒

喜
多
　
　
颯

後
藤
　
　
怜

千
田
　
　
凌

武
澤
　
翔
太

谷
口
　
礼
佳

長
丸
　
駿
介

畠
山
　
拓
也

畠
山
　
直
己

水
尾
　
綾
汰

三
井
　
翔
太

南
　
　
和
也

山
口
　
大
輝

吉
田
　
聖
偲

浅
井
　
結
奈

荒
木
　
梨
沙

生
田
　
沙
希

大
谷
　
真
優

川
坂
　
　
綾

河
端
　
佑
佳

北
川
　
采
花

木
下
　
唯
蘭

小
谷
　
菜
月

小
西
　
共
永

品
田
紗
帆
里

島
　
美
沙
紀

高
柳
　
亜
希

高
柳
　
沙
希

竹
本
　
千
恵

辰
川
　
遥
菜

�
耒
ひ
か
り

中
田
　
裕
香

西
　
真
実
子

貫
　
　
智
美

布
村
　
愛
佳

橋
屋
　
知
恵

増
山
真
奈
美

松
本
　
彩
華

向
井
　
未
乘

柚
木
　
憩
子

吉
田
　
涼
花

●
鶴
ケ
丘
西

22
名

石
崎
　
翔
平

奥
村
　
淳
也

笠
嶋
　
陽
太

加
葉
田
慎
也

川
口
　
　
潤

新
出
　
勝
紀

高
田
　
康
平

中
井
　
大
輔

南
　
　
利
生

宮
本
　
空
良

●
緑
台

15
名

荒
井
　
智
成

鹿
島
　
元
汰

高
木
　
雅
人

西
川
　
　
徹

山
崎
　
　
岳

石
田
　
裕
佳

大
杉
　
夏
海

北
出
　
純
奈

洞
庭
　
悠
里

中
森
　
七
海

夏
畑
　
友
梨

秦
　
奈
緒
美

福
島
あ
か
り

武
藤
友
香
里

吉
岡
　
若
葉

●
千
鳥
台

34
名

石
井
　
　
明

江
尻
　
　
司

大
谷
内
　
蒼

蒲
田
龍
太
郎

川
端
　
優
太

坂
本
　
　
大

佐
々
木
海
斗

竹
島
光
一
郎

田
中
　
祐
介

恒
田
　
健
太

中
嶋
　
健
太

永
田
　
聖
晃

舩
本
　
拓
弥

干
場
　
直
樹

村
田
　
　
葵

山
下
　
和
也

吉
村
　
伊
織

市
村
　
茉
実

大
谷
内
華
香

樫
村
　
美
佳

上
坂
　
奈
央

川
本
　
沙
瑛

初
道
　
夏
美

竹
中
ま
り
な

中
田
　
　
希

長
原
　
朱
里

平
地
　
有
里

平
塚
　
優
香

福
島
　
里
穂

舟
木
　
水
萌

松
永
　
和
華

松
野
麻
理
子

安
田
　
　
凪

山
本
　
千
春

●
向
陽
台

12
名

井
口
　
天
也

権
田
　
修
平

品
田
　
直
人

高
村
　
　
潤

冨
島
　
繁
也

夷
藤
有
里
子

●
向
粟
崎

36
名

井
上
　
竜
来

北
川
　
敦
希

木
村
　
謙
介

佐
々
木
達
也

新
野
　
達
也

関
谷
　
望
夢

高
田
　
寿
真

高
橋
　
侑
志

中
井
　
　
光

中
宮
　
雅
貴

根
来
　
知
幸

野
崎
　
翔
平

野
崎
　
裕
也

野
崎
　
凌
平

八
野
　
　
隆

道
下
　
友
樹

南
　
　
侑
希

森
　
　
健
太

吉
野
　
貴
一

吉
野
　
　
匠

荒
木
あ
す
か

大
野
　
汐
実

片
山
友
梨
香

川
口
あ
ず
さ

北
川
　
　
汀

北
村
　
優
香

木
戸
由
莉
奈

小
倉
麻
友
香

島
田
　
美
聖

高
橋
　
佳
純

竹
野
　
実
咲

中
條
さ
く
ら

濱
　
　
愛
華

宮
谷
　
侑
希

室
崎
八
千
緒

山
本
　
奈
美

●
ア
カ
シ
ア

9
名

北
川
　
新
悟

櫻
谷
　
恭
介

出
口
　
貴
斗

赤
坂
　
育
美

川
岸
　
愛
里

喜
多
　
友
美

辻
　
　
琴
音

府
和
眞
里
奈

矢
木
亜
結
美

●
旭
ケ
丘

7
名

大
宮
　
僚
将

岡
崎
　
　
稔

岡
崎
　
　
豊

中
道
　
健
太

山
村
　
凌
平

荒
木
　
舞
香

向
　
ち
は
る
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町立学校新入学児童数の推移�

学校名� 年度�８年�

向粟崎小学校�

鶴ヶ丘小学校�

大根布小学校�

西荒屋小学校�

　合　　計�

内 灘 中 学 校 �

（人）�

123

68

108

15

314

327

※8～12年は5月1日現在�

清 湖 小 学 校 � －�

９年�10年�

80

66

89

19

317

336

63

74

76

93

18

322

351

61

11年�

76

74

91

27

320

307

52

12年�

62

84

86

11

304

348

61

13年�

67

84

84

24

305

334

46

●
向
粟
崎
　
●
ア
カ
シ
ア
　

●
旭
ケ
丘
　
●
緑
台

●
千
鳥
台
　
●
向
陽
台

●
鶴
ケ
丘
東
　
●
鶴
ケ
丘
西

●
鶴
ケ
丘
北

●
大
根
布
　
●
大
清
台
　
●
大
学

●
宮
坂
　
●
ハ
マ
ナ
ス

●
西
荒
屋
　
●
室
　
●
湖
西

西
荒
屋
小
学
校

清
湖
小
学
校

鶴
ヶ
丘
小
学
校

大
根
布
小
学
校

向
粟
崎
小
学
校

上
田
　
智
子

笠
間
　
　
唯

國
部
　
笑
里

熊
走
　
亜
美

甲
野
真
莉
子

佐
野
　
汐
菜

柴
山
　
　
愛

寺
西
　
加
奈

遠
山
あ
す
か

中
西
　
朝
香

中
本
さ
つ
き

永
山
　
優
芽

福
島
　
未
来

福
本
　
愛
和

藤
田
　
奈
々

正
木
　
美
遥

本
出
真
智
子

渡
瀬
　
胡
桃

●
大
清
台

9
名

沖
野
　
拓
也

銭
丸
　
一
貴

銭
丸
　
淳
平

山
岸
　
純
也

山
田
　
和
希

島
中
　
愛
里

田
中
穂
奈
美

茶
谷
　
沙
樹

中
島
　
悠
花

●
大
学

13
名

石
野
　
正
哲

井
幕
　
灯
哉

大
村
　
丞
二

潟
渕
　
文
太

日
下
　
哲
也

下
出
　
裕
斗

山
田
優
之
介

太
田
　
真
奈

上
出
　
麻
由

北
野
　
志
穂

竹
内
　
悠
夏

濱
　
　
愛
美

平
敷
圭
奈
子

●
宮
坂

7
名

生
田
　
　
晃

中
村
　
諒
也

中
村
　
祥
輝

西
田
　
大
輔

丸
一
　
　
栄

北
川
　
恵
那

若
狭
　
祐
奈

●
ハ
マ
ナ
ス

9
名

森
下
　
将
伍

石
塚
　
眞
子

岡
崎
　
成
恵

岡
田
　
奈
々

岡
本
　
奈
己

越
野
　
実
優

齊
藤
　
菜
摘

安
江
友
理
香

渡
邉
弥
菜
美

●
西
荒
屋

16
名

桶
谷
　
卓
矢

川
辺
　
洋
暉

竹
内
　
輝
希

九
十
九
直
樹

中
井
　
栄
太

中
川
　
拓
哉

中
左
　
　
諒

中
新
　
啓
介

若
林
　
一
希

河
合
　
千
晶

中
井
唯
依
奈

中
新
優
里
菜

原
口
　
祐
奈

三
浦
　
愛
優

三
浦
　
美
星

南
　
ひ
と
み

●
室

4
名

岡
本
　
瑞
沙

北
　
ほ
の
か

北
　
　
愛
美

濱
田
　
和
音

●
湖
西

4
名

高
木
　
晶
平

辻
村
　
卓
也

河
本
　
朋
和

山
本
　
大
樹

計
305
名

掲
載
し
た
名
前
は
二
月
一
日

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
入
学
児

童
で
す
。

万
一
、
お
名
前
が
漏
れ
て
い

た
り
、誤
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
２
８
６
―
６
７
１
７

地
区
別
通
学
区
域

新

一

年

生
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私
た
ち
の
便
利
な
生
活
か
ら
大
量
に

排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
。
そ
の
中
で

も
家
電
製
品
は
収
集
と
処
理
に
手
間
と

経
費
が
か
か
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
が
そ

の
ま
ま
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
多
く
の
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な

資
源
が
含
ま
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
家
電
製
品
を
含
め
た
一
般
廃
棄

物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
わ
ず
か
一

〇
％
。
残
り
の
九
〇
％
が
土
の
中
と
い

う
わ
け
で
す
。

産
業
界
は
循
環
型
社
会
に
対
応
し
た

経
営
体
系
作
り
を
進
め
、
私
た
ち
消
費

者
も
い
ま
ま
で
の
「
安
く
多
量
に
購
入

し
て
す
ぐ
に
捨
て
る
」
の
が
当
た
り
前

と
い
っ
た
幻
想
か
ら
脱
却
す
べ
き
で
す
。

作
る
人
、
売
る
人
、
使
う
人
・・・そ
の

物
に
関
わ
る
全
て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
を
負
っ
て
、
協
力
し
な
け
れ
ば
資

源
の
枯
渇
、
廃
棄
物
の
増
大
と
い
っ
た

問
題
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。子
ど
も
に
、

孫
た
ち
に
ゴ
ミ
の
国
を
残
し
た
く
は
あ

り
ま
せ
ん
ね
・・・
。

◎
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
っ
て
？

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
特
定

の
家
電
製
品
（
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
）
の
有
用
な
部
品

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
廃
棄
物
を
減

量
、
資
源
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る

た
め
の
法
律
で
す
。

◎
消
費
者
は

何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

ご
家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
エ
ア

コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機

を
捨
て
る
時
は
家
電
製
品
を
購
入
し

た
お
店
、
ま
た
は
新
し
く
購
入
し
よ

う
と
し
て
い
る
お
店
に
連
絡
し
、
引

き
取
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」
を
消
費
者

が
「
小
売
業
者
に
支
払
う
」
か
「
郵

便
局
で
振
り
込
む
」
か
の
ど
ち
ら
か

の
方
法
で
負
担
し
ま
す
。

「
収
集
運
搬
料
金
」
と
し
て
廃
棄

す
る
品
を
引
き
取
っ
た
小
売
業
者
に

支
払
い
ま
す
。

◎
い
っ
た
い
全
部
で
い
く
ら

支
払
え
ば
い
い
の
？

消
費
者
で
あ
る
み
な
さ
ん
が
支
払

う
料
金
は

「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」

＋

「
収
集
運
搬
料
金
」

で
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
（
税
別
）

●
エ
ア
コ
ン
　
三，

五
〇
〇
円

●
テ
レ
ビ
　
　
二，

七
〇
〇
円

●
冷
蔵
庫
　
　
四，

六
〇
〇
円

●
洗
濯
機
　
　
二，

四
〇
〇
円

こ
れ
は
大
手
メ
ー
カ
ー
が
公
表
し

て
い
る
料
金
で
す
。
メ
ー
カ
ー
に
よ

り
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
小

売
店
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
を
支
払
う
と
「
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
券
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
の

で
、家
電
四
品
目
を
引
き
渡
す
と
き
、

必
ず
製
品
に
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
収
集
運
搬
料
金

小
売
店
ご
と
に
収
集
運
搬
料
金
は

異
な
り
ま
す
の
で
お
店
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
新
し
く
家
電
製
品
を
購
入
し
た

時
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払

う
こ
と
は
あ
る
の
？

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
家
電

製
品
が
不
用
に
な
り
、
廃
棄
す
る
時

に
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
係
る
費
用
を
負

担
す
る
も
の
で
す
。

日
本
の
埋
め
立
て
処
理
場
は�

あ
と
八
年
弱
で
ゼ
ロ
!!�
�

日
本
の
埋
め
立
て
処
理
場
は�

あ
と
八
年
弱
で
ゼ
ロ
!!�
�

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
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◎
ど
う
し
て
消
費
者
が
料
金
を

負
担
す
る
の
？

家
電
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め

に
製
造
業
者
、
小
売
業
者
は
回
収
に

か
か
る
手
間
と
費
用
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
行
う
施
設
の
建
設
な
ど
の
負
担
を

負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
消
費
者
で

あ
る
私
た
ち
は
自
分
が
使
っ
た
家
電

製
品
を
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
た
め
に

必
要
な
料
金
の
一
部
を
負
担
す
る
の

で
す
。

◎
ど
こ
の
お
店
で
購
入
し
た
か

わ
か
ら
な
い
場
合
は
ど
う
す
る
の
？

引
越
し
等
に
よ
り
お
店
が
近
く
に

な
い
場
合
や
、
ど
こ
で
購
入
し
た
か

が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
町
民
生
活
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
従
来
ど
お
り
河
北
郡
最
終
処
分
場

に
持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
る
の
？

最
終
処
分
場
に
は
持
ち
込
め
ま
せ

ん
。引
き
取
り
不
可
能
と
な
り
ま
す
。

販
売
店
・
小
売
業
者�

指
定
取
引
場
所�

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
・
メ
ー
カ
ー�

廃家電�

家電リサイクルの流れ�

収集運搬料金の支払�
リサイクル料金の支払�

リサイクル料金の支払�

リサイクル料金の回収�

（財）家電製品協会�
家電リサイクルセンター�

※小売業者に�
　支払う場合�

消
費
者（
排
出
者
）�

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
う
た
め
に�

製
造
者
・
販
売
者
・
消
費
者
が
協
力
す
る
法
で
す�

�
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使
う
た
め
に�

製
造
者
・
販
売
者
・
消
費
者
が
協
力
す
る
法
で
す�

�

河
北
郡
広
域
事
務
組
合
の
ゴ
ミ
焼
却
施

設
で
は
、
年
一
回
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
濃
度
を
測
定
し
て
お
り
ま
す
。
平

成
十
二
年
度
も
、
国
が
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
目
標
達
成
の
た
め
、
焼
却
炉
運
転

管
理
基
準
の
強
化
に
つ
と
め
、
下
記
の
測

定
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

※
緊
急
対
策
基
準

ゴ
ミ
焼
却
施
設
周
辺
の
も
っ
と
も
影
響

を
受
け
る
地
点
に
お
い
て
も
、
摂
取
量

の
合
計
が
当
面
の
耐
容
一
日
摂
取
量
に

達
す
る
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
、
緊
急
対

策
の
判
断
の
た
め
に
設
定
し
た
基
準
。

※
恒
久
対
策
基
準

緊
急
対
策
の
判
断
基
準
を
下
回
っ
た
場

合
で
も
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
量

を
技
術
的
に
可
能
な
限
り
削
減
す
る
た

め
の
基
準
。

問
い
合
わ
せ

河
北
郡
広
域
事
務
組
合

☎
２
８
８
―
４
５
４
５

内
灘
町
町
民
部
町
民
生
活
課

☎
２
８
６
―
６
７
０
１

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

測
定
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

ダイオキシン類分析結果

※1ng＝10億分の1g

施 設 名

クリーンセンター１号炉

クリーンセンター２号炉

第２クリーンセンター

広域汚泥焼却センター

ng-TEQ/m3N

ng-TEQ/m3N

ng-TEQ/m3N

ng-TEQ/m3N

3.4

2.4

0.091

0.00059

5.1

3.0

0.06

4.0

3.0

0.016
80 5

単　位
12年度 11年度 10年度

分 析 結 果 国が定めたガイドライン

緊急対策基準 恒久対策基準

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
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二
月
二
十
五
日
、
役
場
町
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
「
ゴ
ミ
減
量
・
リ
サ
イ

ク
ル
を
考
え
る
」
町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
内
灘
町
連
合
婦
人
会
・
内
灘
町
壮

年
会
協
議
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

ゴ
ミ
問
題
、
地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ

ン
層
の
破
壊
、
酸
性
雨
、
水
質
・
土

壌
汚
染
と
い
っ
た
問
題
は
地
球
規
模

の
大
き
な
も
の
で
、
私
た
ち
と
は
無

縁
の
遠
い
世
界
の
こ
と
の
よ
う
に
思

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
全
て
私

た
ち
の
日
常
生
活
と
密
接
に
係
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
動
作
の
一
つ
一

つ
が
作
り
上
げ
て
き
た
問
題
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
の
が
環
境
問
題

な
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
一
人

一
人
が
今
の
生
活
様
式
・
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
見
な
お
す
こ
と
が
環
境
問

題
解
決
の
第
一
歩
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 ―

ゴ
ミ
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
考
え
る
町
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
―

龍

消
費
者
を
主
役
と
す
る
調
和
型

循
環
地
域
づ
く
り
が
ゴ
ミ
減
量
と
エ

コ
消
費
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

例
え
ば
エ
コ
製
品
を
作
っ
て
い
る
会

社
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で
同
じ
製

品
を
作
っ
て
い
て
も
価
格
が
割
高
に

な
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
ね
。
皆

さ
ん
も
当
然
安
い
価
格
の
も
の
を
選

ぶ
で
し
ょ
う
。
で
す
が
も
し
皆
さ
ん

が
意
識
的
に
エ
コ
製
品
を
購
入
し
、

製
品
が
た
く
さ
ん
売
れ
れ
ば
コ
ス
ト

も
下
が
り
、
商
品
の
価
格
も
安
く
な

り
ま
す
。
消
費
者
が
主
役
と
い
う
の

は
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
消

費
者
が
動
け
ば
産
業
界
も
変
わ
る
。

環
境
の
た
め
に
具
体
的
に
何
を
す
れ

ば
い
い
の
か
と
い
う
と
「
価
値
観
の

転
換
」
で
す
。
コ
ス
ト
で
物
を
考
え

る
経
済
的
価
値
観
は
物
の
不
足
し
て

い
る
発
展
途
上
国
の
考
え
方
で
す
。

先
進
国
と
も
な
る
と
以
前
の
よ
う
な

価
値
観
で
社
会
の
物
事
を
計
る
の
は

タ
ブ
ー
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち

自
身
の
生
活
、
地
球
環
境
、
経
済
の

つ
な
が
り
を
よ
く
理
解
し
て
新
し
い

価
値
観
を
身
に
つ
け
る
べ
き
で
す
。

そ
れ
か
ら
環
境
を
そ
の
ま
ま
次
の

世
代
に
渡
す
と
同
時
に
子
ど
も
に
も

環

境

特

集

ゴミ減量・リサイクルを考える町民フォーラム

パ
ネ
ラ
ー

龍ロ
ン

世シ
イ

祥
シ
ャ
ン

さ
ん

金
沢
経
済
大
学
助
教
授

「
環
境
経
済
学
」「
環
境
循
環
論
」
な
ど

を
研
究

消
費
者
を
主
役
と
す
る

調
和
型
循
環
地
域
づ
く
り
を
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自
然
環
境
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
守
っ

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
あ

げ
る
の
が
今
の
大
人
の
責
任
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
学
校
で
の
教
育
も

桜
井

私
ど
も
名
古
屋
市
は
燃
や
せ

な
い
埋
め
ら
れ
な
い
と
い
う
大
変
深

刻
な
ゴ
ミ
問
題
に
直
面
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
非
常
事
態
宣
言
を
出
し
た
の

で
す
。
平
成
十
年
度
で
内
灘
町
の
一

人
が
一
日
に
家
庭
か
ら
出
し
た
ゴ
ミ

の
量
は
五
九
五
グ
ラ
ム
。
名
古
屋
市

は
七
三
六
グ
ラ
ム
で
し
た
。
で
は
二

年
後
の
今
は
ど
う
か
？
五
〇
三
グ
ラ

ム
で
す
。
た
っ
た
二
年
で
内
灘
町
さ

ん
よ
り
ゴ
ミ
が
減
り
ま
し
た
。
数
字

を
見
た
だ
け
で
も
名
古
屋
市
民
が
こ

の
二
年
間
で
ど
れ
だ
け
苦
し
い
思
い

を
し
た
か
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。
二
ヶ
月
で
二，

三
〇
〇

回
以
上
の
市
民
に
対
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
世
帯
数
二
三

万
世
帯
。
土
日
も
夜
中
も
な
い
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
や
り
ま
し
た
よ
。
説
明

会
で
は
ま
ず
ゴ
ミ
を
持
ち
込
む
の
を

や
め
ま
し
ょ
う
と
い
い
ま
し
た
。
３

Ｒ
で
す
。
ま
ず
リ
デ
ュ
ー
ス
（
買
う

量
を
減
ら
す
）、
次
に
リ
ユ
ー
ス

（
再
利
用
）、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
か

ら
リ
サ
イ
ク
ル
（
使
う
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
も
の
を
再
資
源
化
す

る
）
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
。
み
な
さ
ん
リ
サ
イ
ク
ル
リ

サ
イ
ク
ル
と
い
い
ま
す
が
、
そ
の
前

の
ゴ
ミ
減
量
、
発
生
抑
制
の
ほ
う
が

大
切
な
ん
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
と
い

う
言
葉
が
免
罪
符
に
な
ら
な
い
仕
組

み
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
か
っ

た
の
で
す
。

具
体
的
に
名
古
屋
市
は
何
を
ど
う

し
た
か
？
市
民
の
方
が
自
主
的
な
活

動
を
し
ま
し
た
。
婦
人
会
の
人
が
市

大
切
で
す
。
子
ど
も
が
学
校
で
習
っ

て
き
た
こ
と
を
家
で
実
践
す
る
と
大

人
も
見
習
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
す
か

ら
。

内
の
お
店
を
全
部
回
っ
て
、
レ
ジ
袋

を
有
料
で
や
っ
て
る
の
か
ど
う
か
と

か
、
ど
こ
の
店
は
ど
う
か
と
い
う
の

を
全
部
調
べ
て
回
り
ま
し
た
。
お
店

に
調
べ
に
来
る
の
は
、
主
婦
層
で
す

か
ら
ね
。
店
に
と
っ
て
は
一
番
ぴ
り

ぴ
り
す
る
客
層
な
わ
け
で
す
。
す
る

と
お
店
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く

ん
で
す
よ
。
調
べ
た
調
査
結
果
を
ま

土
橋

私
自
身
六
十
七
年
間
、
ず
っ

と
捨
て
る
よ
う
な
ゴ
ミ
で
育
っ
て
き

ま
し
た
。
今
も
一
ヶ
月
に
二
回
し
か

ゴ
ミ
の
袋
を
使
い
ま
せ
ん
。
後
は
ほ

と
ん
ど
庭
に
埋
め
ま
す
が
そ
れ
も
使

え
る
と
こ
ろ
な
ど
な
い
、
猫
も
知
ら

ん
ふ
り
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
皮

と
か
根
っ
子
と
か
尻
尾
も
全
て
使
い

ま
す
よ
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
す
牛
乳

パ
ッ
ク
な
ん
か
も
水
道
水
で
洗
っ
た

り
し
ま
せ
ん
。
雨
水
で
充
分
。
掃
除

の
雑
巾
も
週
に
二
度
雨
が
降
れ
ば
足

り
ま
す
よ
。
バ
ザ
ー
が
好
き
で
す
か

ら
私
自
身
の
上
か
ら
下
ま
で
全
部
人

か
ら
も
ら
っ
た
も
の
で
生
活
し
て
ま

す
。自
分
の
も
の
は
中
身
だ
け（
笑
）。

そ
う
い
う
ふ
う
に
生
活
し
て
ま
す
か

ら
必
要
な
い
も
の
は
買
わ
な
い
で
す

ね
。
皆
さ
ん
に
も
捨
て
る
材
料
で
作

る
レ
シ
ピ
を
い
く
ら
で
も
お
教
え
し

ま
す
か
ら
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
ダ
イ
コ
ン
の
皮
も
、
魚
の
骨
も
、

出
が
ら
し
の
茶
葉
も
捨
て
な
い
で
、

も
う
一
品
つ
く
れ
ま
す
よ
。

環

境

特

集

パ
ネ
ラ
ー

土つ
ち

橋は
し

登
志
子

と

し

こ

さ
ん

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
実
践
家

町
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献

捨
て
る
物
な
ん
か
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
よ

パ
ネ
ラ
ー

桜さ
く
ら

井い

信
寿

の
ぶ
ひ
さ

さ
ん

名
古
屋
市
環
境
局

ゴ
ミ
減
量
対
策
室
主
査

名
古
屋
は
二
年
間
で
ゴ
ミ
事
情
を
一
変
さ
せ
ま
し
た

と
め
て
本
に
し
て
出
し
ま
す
よ
と
い

う
と
次
の
日
か
ら
す
ぐ
に
リ
サ
イ
ク

ル
ボ
ッ
ク
ス
が
店
頭
に
置
か
れ
て
い

た
り
。
で
も
そ
う
い
う
取
り
組
み
が

ず
っ
と
継
続
し
て
い
ま
す
。
基
本
的

に
は
名
古
屋
の
ゴ
ミ
減
量
対
策
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
で
や
っ
て
く
だ
さ
い

よ
と
い
う
も
の
で
す
。

会
場
の
壁
一
面
に
貼
ら
れ
た
の
は
ハ
マ

ナ
ス
地
区
の
エ
コ
ラ
イ
フ
実
践
報
告

書
。
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
で
す

エ
コ
製
品
っ
て
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す

ね
。
み
な
さ
ん
興
味
シ
ン
シ
ン
で
す
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南

私
の
会
社
で
は
五
十
ヶ
所
の
食

道
売
店
の
委
託
経
営
を
し
て
い
る
の

で
ゴ
ミ
も
た
く
さ
ん
出
ま
す
。
今
ま

で
は
産
業
廃
棄
物
は
自
分
の
会
社
で

処
理
し
て
、
そ
の
中
で
も
生
ゴ
ミ
は

産
廃
業
者
に
処
理
を
委
託
し
て
月
に

五
万
円
も
六
万
円
も
払
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
今
は
民
間
の
社
員
食
堂
で

生
ゴ
ミ
処
理
機
を
置
い
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

生
ゴ
ミ
は
そ
う
や
っ
て
処
理
し
ま

す
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
を
申
請
中
と
い

う
企
業
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
そ
う
い

う
事
業
主
か
ら
我
々
委
託
業
者
も
細

か
い
指
導
や
注
文
を
さ
れ
ま
し
て
、

飲
料
の
パ
ッ
ク
な
ど
ゴ
ミ
を
分
別
し

て
捨
て
ら
れ
る
ゴ
ミ
箱
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ゴ
ミ
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
パ

ネ
ラ
ー
の
お
話
を
聞
い
て
、
皆
さ
ん

ど
う
思
い
ま
し
た
か
？
も
う
一
度
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
物
が
溢
れ
て
い

れ
ば
そ
れ
が
「
豊
か
で
幸
せ
」
だ
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
私
た
ち
が

普
段
買
い
求
め
て
い
る
も
の
は
、
環

境
や
地
球
を
破
壊
し
て
ま
で
本
当
に

必
要
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？
今
の
生

活
様
式
を
変
え
て
し
ま
っ
た
ら
私
達

は
貧
し
く
不
幸
せ
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
？
欲
す
る
前
に
考
え

ま
し
ょ
う
。
賢
い
消
費
者
に
な
り
ま

し
ょ
う
。
い
い
と
思
っ
た
こ
と
を
ど

ん
ど
ん
や
り
ま
し
ょ
う
。
続
け
ま
し

ょ
う
。
ほ
ん
の
少
し
の
意
識
、
少
し

の
工
夫
、
少
し
の
手
間
で
環
境
を
破

壊
す
る
こ
と
な
く
、
心
豊
か
な
生
活

を
送
れ
る
の
で
す
か
ら
・・・・・・
。

ゴミ減量・リサイクルを考える町民フォーラム

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

多
田

た

だ

美
代

み

よ

さ
ん

学
び
の
風
推
進
協
議
会
副
会
長

皆さんの感想を聞かせて！�皆さんの感想を聞かせて！�アンケート回答より�
◎
今
後
は
業
者
と
話
を
し
て
、
ス

ー
パ
ー
へ
行
く
町
民
は
全
員
が

マ
イ
バ
ッ
グ
使
用
を
す
る
べ
き

◎
ま
ず
家
庭
か
ら
、子
ど
も
か
ら
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ

と
が
大
事
。
特
に
子
ど
も
の
世

代
に
そ
の
こ
と
を
当
た
り
前
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
環
境
や
意

識
が
大
事
と
い
う
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
い
た

◎
企
業
に
は
特
に
ゴ
ミ
に
な
る
も

の
を
生
産
し
な
い
、
使
わ
な
い

努
力
を
し
て
ほ
し
い

◎
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
課
題

と
し
た
い

◎
名
古
屋
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
色
々
知
り
、
石
川
県
も
も
っ

と
も
っ
と
勉
強
し
な
く
て
は
と

思
い
ま
し
た
。
自
分
自
身
も
い

ろ
い
ろ
反
省
し
ま
し
た

◎
食
生
活
か
ら
始
め
る
エ
コ
ロ
ジ

ー
を
考
え
る
こ
と
を
考
え
さ
せ

ら
れ
た

◎
今
後
も
ゴ
ミ
減
量
の
話
を
も
っ

と
詳
し
く
し
て
ほ
し
い
。
特
に

金
沢
市
や
津
幡
町
な
ど
近
隣
の

市
町
村
と
の
違
い
か
ら
内
灘
町

で
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
な
の
か
等
、
も
っ
と
身
近
で

わ
か
り
や
す
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。
特
に

金
沢
市
と
の
可
燃
物
・
不
燃
物

の
出
す
も
の
が
か
な
り
違
う
の

で
ど
ち
ら
の
や
り
方
が
よ
い
の

か
な
・・・・・・
と
思
っ
て
い
る

◎
今
ま
で
ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
に
対

し
て
い
か
に
無
頓
着
だ
っ
た
か

改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
徹

底
し
た
名
古
屋
市
民
の
熱
意
に

感
心
し
た

◎
生
産
者
も
あ
る
意
味
で
は
消
費

者
。
こ
れ
だ
け
生
活
が
豊
か
に

な
れ
ば
こ
の
よ
う
な
問
題
が
出

て
く
る
の
は
当
然
。
難
し
い
問

題
だ
と
思
う
が
努
力
は
し
た
い

◎
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
の
話
を
聞
い

て
今
ま
で
捨
て
て
い
て
ゴ
ミ
を

多
く
出
し
て
い
た
が
、
何
か
に

利
用
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
利
用

法
が
あ
る
と
わ
か
っ
た

◎
ゴ
ミ
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
無
関
心

な
人
々
に
理
解
を
求
め
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
今
後
取

り
上
げ
た
い

◎
パ
ネ
リ
ス
ト
へ
の
質
問
と
い
う

か
た
ち
で
聴
衆
も
参
加
で
き
た

の
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
よ
か

っ
た

◎
ぜ
ひ
内
灘
町
で
も
市
民
意
識
の

変
わ
る
よ
う
な
説
明
会
や
今
回

の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
も
っ

と
回
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い

（
今
回
参
加
し
て
い
な
い
人
た

ち
に
も
機
会
を
与
え
て
ほ
し

い
）

◎
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
た

い
と
思
う

◎
も
っ
と
深
く
突
っ
込
ん
だ
と
こ

ろ
で
話
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
内
灘
町

は
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
厳
し
い
反

面
、
ゴ
ミ
の
焼
却
に
は
疑
問
点

が
多
い
場
所
柄
で
あ
る
か
ら

環

境

特

集

パ
ネ
ラ
ー

熱あ
つ

海み

春は
る

江え

さ
ん

平
成
十
年
度
大
根
布
地
区
婦
人
会
会
長

当
時
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ゴ
ミ
な
ど
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
催

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
正
し
く
分
別
を

す
。
他
の
市
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か

ら
服
や
布
な
ど
の
製
品
が
作
ら
れ
る

現
場
を
実
際
に
視
察
し
ま
し
た
。
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
収
集
の
時
の
分
け
方
一

つ
で
再
生
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
と
て

も
違
う
こ
と
な
ど
を
知
り
感
心
し
、

地
域
に
戻
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め

る
上
で
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

熱
海

十
年
度
に
連
合
婦
人
会
の
研

修
で
県
外
の
リ
サ
イ
ク
ル
先
進
地
を

視
察
し
ま
し
た
。
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ

や
家
具
、
電
気
製
品
を
持
ち
込
ん
で

新
し
い
家
具
や
電
化
製
品
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
ら
せ
る
工
房
が
あ
り
、
地

域
の
住
民
な
ら
予
約
し
て
お
け
ば
、

す
て
き
な
新
品
同
様
に
生
ま
れ
変
わ

っ
た
製
品
が
タ
ダ
で
も
ら
え
る
の
で

パ
ネ
ラ
ー

南み
な
み

徹
と
お
る

さ
ん

自
社
が
食
堂
売
店
の
委
託
経
営
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
会
社
ぐ
る
み
で
生
ゴ
ミ
処

理
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む

企
業
の
ゴ
ミ
減
量
へ
の
取
り
組
み
は



が
ん
ば
り�

ま
し
た�

⑥ ダンボールに入れて�
　 2、3日乾燥させる�

⑤ のりしろ部分を�
　 ひらいてパック�
 　を展開する�

③ 水をすくって�

④ ゆすいで�
　 となりのバケツに�
 　すてる� バケツは2つ必要だよ�

① 飲み終えた�
　 牛乳パックの�

② 口を開く　 
角をつまんで対角線上に�
ひっぱればカンタン！�
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鶴
ヶ
丘
小
学
校
が
全
校
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
き
た
「
牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ

イ
ク
ル
運
動
」
が
評
価
さ
れ
、
社
団
法

人
食
品
容
器
環
境
美
化
協
会
か
ら
環
境

美
化
教
育
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
表
彰
は
食
品
容
器
の
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
部
門
・
散
乱
防
止
活
動
部
門
で

す
ば
ら
し
い
活
動
を
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
た
小
中
学
校
各
一
校
ず
つ
に
贈
ら

れ
る
大
変
希
少
な
賞
で
す
。

鶴
ヶ
丘
小
学
校
で
は
全
校
生
徒
が
毎

日
の
給
食
に
で
る
牛
乳
の
パ
ッ
ク
を
自

分
た
ち
で
洗
い
、
乾
か
し
て
か
ら
福
祉

作
業
施
設
な
ど
に
贈
る
行
為
を
十
五
年

の
間
、
続
け
て
き
ま
し
た
。
一
年
生
か

ら
六
年
生
ま
で
が
、
飲
み
終
わ
っ
た
牛

乳
パ
ッ
ク
を
自
分
た
ち
で
処
理
す
る
の

で
す
が
、
よ
り
簡
単
に
パ
ッ
ク
を
開
く

方
法
や
、
少
な
い
水
を
使
っ
て
綺
麗
に

パ
ッ
ク
を
洗
う
方
法
な
ど
環
境
に
配
慮

し
な
が
ら
も
毎
日
続
け
ら
れ
る
工
夫
が

た
く
さ
ん
こ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
低
学

年
の
生
徒
が
こ
の
作
業
に
要
す
る
時
間

は
二
〜
三
分
。
た
か
が
二
〜
三
分
と
は

い
え
、
毎
日
続
け
る
の
は
大
変
な
こ
と

で
は
・・・・・・
と
思
い
き
や
、
生
徒
か
ら
は

「
慣
れ
れ
ば
簡
単
だ
よ
！
」
と
の
声
。

代
表
し
て
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
喜

多
校
長
先
生
は
「
み
な
さ
ん
の
毎
日
の

頑
張
り
と
努
力
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
励
み
に
こ
れ
か
ら
も
環
境
に
よ

い
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
続
け
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
全
校
生
徒
に
改
め
て
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

社
団
法
人
食
品
容
器
環
境
美
化
協
会

こ
の
マ
ー
ク
見
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？
自
動
販
売
機
に
も

ジ
ュ
ー
ス
の
缶
に
も
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
あ
れ

●

●

で
す
。
実
は

「
統
一
美
化
マ
ー
ク
」
と
い
う
正
式
な
名
前
を
持
っ
て
い
て
、
食

品
容
器
環
境
美
化
協
会
か
ら
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
一
九
八
一
年
か

ら
あ
ち
こ
ち
で
使
用
さ
れ
て
い
る
マ
ー
ク
な
の
で
す
。

食
品
容
器
環
境
美
化
協
会
と
い
う
の
は
、
飲
料
容
器
の
散
乱
防
止
と
環
境
美

化
の
推
進
を
テ
ー
マ
に
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
団
体
が
集
ま
っ
て
発
足
し
た
社
団

法
人
で
、
以
来
「
ポ
イ
捨
て
防
止
」
を
呼
び
か
け
た
り
し
て
環
境
の
美
化
と
啓

発
、
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
で
す
。

の

んだ
あとは

リ
サイクル

環

境

特

集

学校を代表して喜多校長が
表彰状を受け取りました
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こ
れ
か
ら
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

の
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
こ
と
か
ら
、
家

庭
や
職
場
で
の
火
の
取
扱
い
に
充
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
で
は
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
各

種
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
の
で
町
民
の
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
消
防
本
部
、
署
・
消
防
団
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

○
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練

○
一
日
消
防
署
長
に
よ
る
街
頭
宣
伝

○
町
内
火
災
予
防
広
報
パ
レ
ー
ド

○
一
人
暮
ら
し
老
人
宅
防
火
訪
問

○
防
災
無
線
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
（
十
二

時
・
十
七
時
）
及
び
広
報

全
国
統
一
標
語

火
を
つ
け
た

あ
な
た
の
責
任

最
後
ま
で

平
成
十
二
年
中
の
火
災
及
び
救
急
の
出
動
件

数
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

火
災
件
数
は
十
二
件
で
前
年
の
六
件
と
比
べ

倍
増
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
車
両
火
災
が
前
年
の
二
件
か
ら
六

件
と
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

建
物
火
災
は
前
年
と
同
様
の
三
件
で
あ
り
ま
し

た
。一

方
、
救
急
件
数
は
四
百
六
十
件
で
こ
れ
ま

で
で
最
も
多
く
、前
年
と
比
べ
十
八
件
増
加
し
、

病
院
に
搬
送
さ
れ
た
方
は
四
百
四
十
五
人
で
、

そ
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
方
が
百
八
十
九
人

と
四
二
％
を
占
め
ま
し
た
。

救
急
出
動
は
年
々
増
加
し
、
救
急
隊
が
同
時

に
二
隊
出
動
す
る
事
も
あ
り
、
比
較
的
軽
い
傷

病
者
と
思
わ
れ
る
事
案
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
心
肺
停
止
傷
病
者
の
緊
急
出
動
に
困
難

を
来
す
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

春
季
火
災
予
防
運
動

三
月
二
十
日
〜
三
月
二
十
六
日

平
成
十
二
年
中
の
火
災
・
救
急
出
動
状
況

◎
子
ど
も
の
ひ
き
つ
け�

　

「
熱
性
け
い
れ
ん
」
は
風
邪
な
ど
の
原

因
で
発
熱
し
た
と
き
、
急
に
意
識
が
な
く

な
り
、
手
足
を
つ
っ
ぱ
る
全
身
の
け
い
れ

ん
で
す
が
、
二
〜
三
分
で
お
さ
ま
る
の
が

普
通
で
す
。�

※
ひ
き
つ
け
時
の
応
急
手
当�

・
嘔
吐
や
唾
液
で
窒
息
の
お
そ
れ
が
あ

る
時
は
、
顔
を
横
に
向
け
吐
物
等
を

ぬ
ぐ
っ
て
や
る
。�

・
衣
服
を
ゆ
る
め
る�

・
無
理
に
手
足
を
押
さ
え
た
り
、
抱
き

上
げ
る
必
要
は
な
い
。�

・
外
か
ら
の
刺
激
を
与
え
な
い
よ
う
に

す
る
。�

消
防
だ
よ
り

期
間
中
の
行
事
等

その他※  55件�
12％�

※その他は転院・自損行為・運動競技等です。�

■緊急出動種別�

一般負傷  65件�
14％�

交通  68件�
15％�

急病  272件�
59％�

警
察
相
談
特
設
電
話
を�

ご
利
用
く
だ
さ
い�

名　　称� 連  絡  先� 相　  談　  内　  容� 電話番号�

警察総合相談電話� 総合相談室� 要望、苦情、困り事相談等� #9110（プッシュ回線）�
（076）262－9110

0120－61－7867

0120－028－110

（076）244－0400

（076）260－0110

いじめに関する悩み相談等�

性犯罪に関する相談等�

暴走族に関する悩み相談等�

けん銃に関する相談、情報等�

少　年　課�

捜査第一課�

交通指導課�

生活保安課�

い じ め 1 1 0 番 �

性犯罪相談110番�
レディース通話110番�

け ん 銃 1 1 0 番 �

暴 走 族 相 談 �

　
警
察
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
や

苦
情
、
困
り
事
な
ど
の
相
談
窓
口
と
し

て
、
次
の
専
門
相
談
電
話
を
設
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

相談・案内等の電話�
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図
書
館
情
報

今
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
犀
星

氏
の
詩
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

熊く
ま

の
敷
石

し
き
い
し

堀ほ
り

江え

敏
幸

と
し
ゆ
き

聖
水

せ
い
す
い

青
来

せ
い
ら
い

有
一

ゆ
う
い
ち

玉
蘭

ぎ
ょ
く
ら
ん

桐き
り

野の

夏な
つ

生お

姫
椿

ひ
め
つ
ば
き

浅あ
さ

田だ

次じ

郎ろ
う

早
春

そ
う
し
ゅ
ん

の
青
春

せ
い
し
ゅ
ん

栗
本

く
り
も
と

薫
か
お
る

無む

限げ
ん

花か

序じ
ょ

宮み
や

城ぎ

谷た
に

昌
光

ま
さ
み
つ

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
と
あ
な
た

柳
沢

や
な
ぎ
さ
わ

桂け
い

子こ

悠
々

ゆ
う
ゆ
う

自じ

適て
き

五
十

ご
じ
ゅ
う

代だ
い

か
ら
の
パ
ソ
コ
ン

く
わ
が
た
パ
ソ
コ
ン
塾

じ
ゅ
く

笑わ
ら

う
偉い

人
伝

じ
ん
で
ん

高
橋

た
か
は
し

春は
る

夫お

か
し
こ
い
長
男

ち
ょ
う
な
ん
　
愚お

ろ

か
な
次じ

男な
ん

轡
く
つ
わ

田だ

隆
史

た
か
ふ
み

私わ
た
し
た
ち
の
い
の
ち

毛も
う

利り

衛
ま
も
る

別わ
か

れ
な
か
っ
た
理
由

わ

け

橋は
し

幸ゆ
き

夫お

他

多

数

◇
今
月
の
特
設
本
コ
ー
ナ
ー

「
男
女
共
同
参
画
」
を
考
え
る
本

「
樋ひ

口ぐ
ち

恵け
い

子こ

氏
の
本
」

今
年
度
の
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
『
女
と
男
―
共
に

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
求
め
て
―
』

に
関
連
し
た
本
と
、
そ
の
講
師
の
樋

口
恵
子
氏
の
本
を
並
べ
、
貸
出
を
し

て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
書
館
情
報

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書

の
所
蔵
や
予
約
は
、
電
話
や
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
、
図

書
館
の
蔵
書
が
検
索
で
き
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

魂
の
安
ら
ぎ
を
　
読
書
か
ら

―
学
び
の
風
推
進
協
議
会
―

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本

○
『
あ
な
た
に
あ
い
た
く
て
生
ま
れ
て
き
た
詩
』

宗そ
う

左さ

近こ
ん

著

詩
は
「
こ
ん
に
ち
は
」
で
す
。「
こ

ん
に
ち
は
」
は
口
か
ら
出
し
て
も
耳
か

ら
聞
い
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
、
何
と
な

く
い
い
気
分
に
な
り
ま
す
。
う
ん
、
生

き
て
い
る
ん
だ
な
あ
、
と
い
う
実
感
が

生
ま
れ
ま
す
。

宗
左
近
氏
が
選
ば
れ
た
八
十
四
篇
の

『
と
っ
て
お
き
の
出
会
い
』
の
詩
が
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
『
夢
紡
ぐ
綾
』

岩
元

い
わ
も
と

綾あ
や

、
甦こ

う

子こ

著

ダ
ウ
ン
症
と
い
う
障
害
を
抱
え
な
が

ら
、
大
学
を
卒
業
し
た
女
性
と
そ
の
母

が
綴
る
手
記
。
パ
リ
へ
の
旅
行
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
ダ
ウ
ン
症
会
議
で
の
英
語
ス

ピ
ー
チ
、
テ
レ
ビ
出
演
、
障
害
の
受
容
、

童
話
の
英
訳
な
ど
の
活
動
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

○
『
死
体
の
涙
』

上う
え

野の

正
彦

ま
さ
ひ
こ

著

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
死
体
は
語
る
』
か

ら
十
二
年
。
監
察
医
の
著
書
が
見
た
二

万
体
の
死
体
の
真
実
。
叫
び
つ
づ
け
た

こ
の
世
の
無
常
と
裏
切
り
、
そ
し
て
最

後
ま
で
信
じ
た
愛
と
や
さ
し
さ
。
死
体

を
通
し
て
、
様
々
な
人
間
模
様
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　
『
寂
聴
あ
お
ぞ
ら
説
法
』�

　
　
　
　
　
　
　 

瀬
戸
内
寂
聴  

著�

　
私
ど
も
は
な
か
な
か
御
坊
さ
ん
の
説

法
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
茶

の
間
に
い
な
が
ら
説
法
を
聞
い
て
い
る

よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
ま
す
。
と
い
う
の

も
、
テ
レ
ビ
で
声
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
か
ら
か
と
思
い
ま
す
が
、
大
変
わ
か

り
や
す
く
、
ま
た
寂
聴
さ
ん
な
り
の
解

釈
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
自
分

を
元
気
に
し
て
く
れ
る
一
冊
に
な
る
と

思
い
ま
す
。�

　
と
こ
ろ
で
、
図
書
館
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
化
さ
れ
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
本
を
借

り
た
時
に
渡
さ
れ
る
紙
を
、
皆
さ
ん
は

ど
う
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
私

は
こ
れ
を
、
一
冊
の
ノ
ー
ト
に
そ
の
つ

ど
貼
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
心
に
残
っ

た
本
は
、
感
想
を
書
き
ま
す
。
借
り
た

日
も
わ
か
る
し
、
い
ち
い
ち
本
の
名
前

を
書
く
こ
と
も
い
ら
な
い
し
、
ま
た
い

つ
か
読
み
返
し
た
い
と
思
っ
た
時
も
、

印
を
し
て
お
き
ま
す
。
便
利
で
す
よ
。�

�

私
が
好
き
な
こ
の
一
冊�

私
が
好
き
な
こ
の
一
冊�

森
あ
や
子
さ
ん
（
鶴
ヶ
丘
西
）��



一
月
中
旬
の
積
雪
で
内
灘
町
の
全

て
の
車
道
、
歩
道
が
雪
に
埋
も
れ
、

小
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
も
危
険

な
車
道
の
真
ん
中
を
歩
い
て
登
校
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
大
根
布
地
区
で
は
区
民
と
大
根

布
児
童
会
が
協
力
し
て
通
学
路
を
中

心
と
し
た
自
主
的
な
除
雪
に
の
り
だ

し
ま
し
た
。
銭
丸

ぜ
に
ま
る

区
長
を
は
じ
め
と

す
る
区
役
員
、
大
根
布
児
童
会
役
員

の
呼
び
か
け
に
六
百
五
十
名
も
の
区

民
が
朝
九
時
か
ら
シ
ャ
ベ
ル
を
片
手

に
除
雪
作
業
に
参
加
。
大
勢
の
人
た

ち
の
熱
意
と
協
力
で
雪
の
下
か
ら
あ

っ
と
い
う
間
に
コ
ン
ク
リ
面
が
顔
を

覗
か
せ
ま
し
た
。

「
子
ど
も
た
ち
も
こ
れ
で
安
全
に

学
校
行
け
る
や
ろ
」「
正
直
言
っ
て
、

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
が
出
て
き

て
く
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
が
、

雪
と
い
う
災
い
が
地
域
の
団
結
力
を

更
に
強
め
た
結
果
に
な
っ
た
」
と
皆

さ
ん
満
足
そ
う
に
額
の
汗
を
ぬ
ぐ
っ

て
い
ま
し
た
。

二
月
十
八
日
（
日
）、
町
民
ホ
ー

ル
で
「
豊
か
な
心
を
育
む
内
灘
町
民

会
議
」
主
催
の
親
子
人
形
劇
鑑
賞
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
就
園
前
〜
小

学
生
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

の
方
、
約
三
百
人
が
演
劇
や
手
品
・

人
形
劇
を
楽
し
み
ま
し
た
。当
日
は
、

内
灘
中
学
校
演
劇
部
に
よ
る
『
不
思

議
の
国
の
有
井
太
（
不
思
議
の
国
の

ア
リ
ス
を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

も
の
）』
と
、
人
形
劇
サ
ー
ク
ル

「
ら
く
だ
」
に
よ
る
『
３
び
き
の
や

ぎ
の
ガ
ラ
ガ
ラ
ド
ン
』『
３
ま
い
の

お
札
』
の
二
つ
の
人
形
劇
・
手
品
な

ど
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
恐
い
場
面

で
泣
き
出
す
子
も
い
ま
し
た
が
、
会

場
い
っ
ぱ
い
の
笑
い
の
中
、
親
子
で

楽
し
い
時
間
が
も
て
た
よ
う
で
す
。

根
布
地
区
除
雪
に
汗
！

大

子
で
楽
し
む

人
形
劇

親

山
本
君
（
向
粟
崎
小
）、

山
口
さ
ん
（
大
根
布
小
）

向
粟
崎
小
学
校
五
年
の
山
本

や
ま
も
と

泰
平

た
い
へ
い

君
と
大
根
布
小
学
校
五
年
の
山
口

や
ま
ぐ
ち

万ま

里り

恵え

さ
ん
が
、
郵
政
事
業
庁
の
開
催

し
た
第
三
十
三
回
手
紙
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
絵
手
紙
部
門
に
入
賞
し
ま
し

た
。
山
本
君
は
日
本
郵
便
友
の
会
協

会
長
賞
（
全
国
で
十
名
）、
山
口
さ

ん
は
北
陸
郵
政
局
長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
。
二
人
と
も
声
を
揃
え
、「
去

年
よ
り
も
い
い
賞
が
と
れ
て
嬉
し
い

で
す
。
来
年
も
頑
張
っ
て
応
募
し
ま

す
！
」
と
元
気
な
感
想
を
聞
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。 手

紙
で

入
賞
！

絵

山口万里恵さん

山本泰平君

2001.3.5.（12）

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス



優勝カップを手に満面の笑顔！

2001.3.5.（13）

西
村
潤
一
さ
ん（西

荒
屋
）

内
灘
町
ス
キ
ー
協
会
に
も
所
属
し

て
い
る
西
村

に
し
む
ら

潤
一

じ
ゅ
ん
い
ち

さ
ん
が
２
０
０
１

年
障
害
者
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
・

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ
大
会
で
見

事
優
勝
し
、
輝
く
優
勝
カ
ッ
プ
を
持

っ
て
内
灘
町
に
凱
旋
し
ま
し
た
。

す
で
に
新
聞
な
ど
の
報
道
で
ご
存

知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
二

月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
競
技
会
で

は
ク
ラ
シ
カ
ル
、
フ
リ
ー
で
優
勝
。

二
年
連
続
し
て
二
冠
を
成
し
遂
げ
て

い
ま
す
。
今
一
度
、
西
村
さ
ん
の
努

力
と
栄
光
に
拍
手
を
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！

本
初
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
優
勝
！

日

た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

こ
の
時
期
、
多
く
の
生
徒
た
ち
が

学
校
を
卒
業
し
ま
す
。
日
本
で
は
、

高
校
も
大
学
も
入
学
試
験
が
大
変
難

し
い
け
ど
、
大
学
に
入
っ
て
か
ら
生

徒
た
ち
は
よ
く
遊
ん
で
い
る
み
た
い

で
、
卒
業
を
す
る
の
は
そ
う
難
し
く

な
さ
そ
う
で
す
ね
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
入
学
試
験

が
な
く
、
高
校
の
試
験
結
果
に
よ
っ

て
色
々
な
コ
ー
ス
に
別
れ
、
入
れ
る

大
学
が
決
ま
り
ま
す
。
入
学
す
る
よ

り
卒
業
す
る
方
が
難
し
い
の
で
す
。

日
本
人
は
有
名
な
大
学
に
入
る
か

ど
う
か
を
強
調
し
す
ぎ
。
大
学
の
名

前
よ
り
好
き
な
コ
ー
ス
に
入
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ん
だ
か

大
学
が
ブ
ラ
ン
ド
み
た
い
に
思
え
て

き
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
高
校
を

卒
業
し
て
か
ら
す
ぐ
ほ
と
ん
ど
の
人

が
友
達
と
一
週
間
の
旅
行
へ
行
き
ま

す
。
こ
の
週
は
ス
ク
ー
リ
ー
ズ
と
よ

ば
れ
、
大
人
気
。
み
な
ゴ
ー
ル
ド
コ

ー
ス
ト
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
に
行
き

ま
す
。

ス
ク
ー
リ
ー
ズ
が
終
わ
っ
て
か

ら
、
生
徒
た
ち
は
、
大
学
に
入
る
前

に
二
か
月
半
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
ま

す
。
お
金
を
た
め
て
車
や
教
科
書
な

ど
を
自
分
た
ち
で
買
う
の
で
す
。
日

本
の
シ
ス
テ
ム
で
は
こ
う
い
う
時
間

が
な
く
て
両
親
た
ち
が
買
っ
て
あ
げ

な
い
と
大
学
に
行
か
な
い
で
し
ょ

う
。
春
休
み
が
も
う
少
し
長
け
れ
ば

い
い
の
に
ね
。

こ
の
写
真
は
私
が
大
学
の
卒
業
式

で
撮
っ
た
も
の
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
卒
業
式
で
は
全
て
の
卒
業
生

が
こ
の
よ
う
な
服
装
を
し
ま
す
。
卒

業
証
書
を
受
け
取
る
時
は
学
長
が
帽

子
の
リ
ボ
ン
（
ふ
さ
）
を
左
側
か
ら

右
側
に
移
動
し
て
く
れ
ま
す
。

日本の教育
大学の卒業式で。左は私の母です。

Here is a fun English C
onversationforthebeginn

ing

of
A
ut

um
n.

Fun English for�
　　 the end of school!!!!

Ａ：Schools  finished, lets go party at schoolies.�
　　スクルズ　　　　 フィンニッシュドウ、レツ　ゴウ　パティ　   アト スクーリーズ。�

　   学校が終わった、スクーリーズでパーティに行こう。�
�

Ｂ：Yeah, no more tests, no more homework.�
　　イェア、　　ノー　モーア　　　テスト、　ノー　モーア　　  ホームワーク。　�

　   うん、テストもない、宿題もない。�
�

Ａ：What are you going to do at uni?�
　　ワット　  　アー    ユー       ゴイン　　 トウ  ドウ   アト  ユニ?�

　   大学で何を勉強しますか。�
�

Ｂ：I want to study marine biology. �
　　アイ ワント   トウ  スタデー     マリン          バイオロジ。　�

　   海生植物学を勉強したいです。�

内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１
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暮
ら
し
の
情
報

内
灘
町
嘱
託
職
員
募
集

▼
職
種
及
び
採
用
人
員

保
健
婦
又
は
看
護
婦
（
士
）

１
名

▼
応
募
資
格

内
灘
町
に
住
所
を
有
す
る
45
歳
ま
で
の
、
健

康
で
介
護
支
援
専
門
員
有
資
格
者
。

▼
勤
務
条
件
等

①
賃
金
月
額
　
１
７
５，

１
０
０
円

②
勤
務
日
　
原
則
、
週
休
２
日
制

③
そ
の
他
　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、

雇
用
保
険
有
。
そ
の
他
、
町

規
定
に
よ
る
。

▼
採
用
予
定
日
　
４
月
１
日

▼
応
募
要
領

町
総
務
課
受
付
で
交
付
す
る
願
書
に
履
歴
書

を
添
え
て
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限
　
３
月
19
日
（月）

▼
面
接
試
験

日
時
、
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
願
書
提
出
先
・
問
い
合
せ
先

総
務
課
受
付

保
健
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
職
員
募
集

▼
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

①
パ
ー
ト
看
護
婦
（
士
）

１
名

②
パ
ー
ト
事
務
員
　
　
　
　
１
名

▼
勤
務
場
所

①
②
と
も
内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
応
募
資
格

内
灘
町
に
住
所
を
有
す
る
健
康
な
方
で

①
は
年
齢
40
歳
ま
で
の
看
護
婦
（
士
）
免
許

を
有
す
る
方

②
は
高
校
卒
業
以
上
の
年
齢
40
歳
ま
で
の
方

▼
勤
務
条
件
　
①
時
給
　
１，

０
０
０
円

②
時
給
　
　
　
７
６
０
円

▼
勤
務
時
間

①
週
４
日
、
１
日
６
時
間
程
度
（
原
則
月
曜

日
〜
金
曜
日
の
間
で
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

３
時
30
分
）

②
４
時
間
程
度
（
原
則
月
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
）

▼
雇
用
期
間

平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年
３
月
31
日

▼
応
募
要
領

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴

書
を
提
出
。
①
に
つ
い
て
は
看
護
婦
（
士
）

免
許
証
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限
　
３
月
19
日
（月）

▼
面
接
試
験

日
時
、
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
願
書
提
出
先
・
問
い
合
せ
先

内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

保
育
所
パ
ー
ト
職
員
募
集

▼
職
　
　
種
　
①
保
育
士
助
手

②
調
理
員
助
手

▼
応
募
資
格

内
灘
町
在
住
で
年
齢
60
歳
ま
で
の
健
康
な
方
。

▼
採
用
人
員
　
若
干
名

▼
賃
　
　
金

①
時
給
　
９
０
０
円
〜
９
４
０
円

②
時
給
　
８
６
０
円
〜
９
０
０
円

▼
勤
務
時
間

①
午
後
４
時
〜
午
後
７
時

②
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▼
応
募
期
限
　
３
月
21
日
（水）

▼
応
募
要
領

町
民
生
活
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
を

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
各
々
の

有
資
格
者
を
優
遇
し
ま
す
。

▼
面
接
試
験

日
時
、
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
願
書
提
出
先
・
問
い
合
せ
先
　
町
民
生
活
課

公

園

作

業

員

募

集

内
灘
町
で
は
、
公
園
作
業
員
を
次
の
要
領
で

募
集
し
ま
す
。

▼
採
用
期
間

平
成
13
年
４
月
〜
平
成
14
年
３
月
末

▼
勤
務
条
件
等

①
賃
　
　
金

日
給
５，

０
４
０
円
（
時
給
７
２
０
円
）

②
勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
実
働
７
時
間
）

③
勤
務
日

原
則
、
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
但
し
、
悪
天
候
の
日
は
除
く
）

▼
採
用
予
定
人
員
　
20
名
程
度

▼
応
募
資
格

内
灘
町
在
住
の
方
で
年
齢
50
歳
〜
75
歳
ま
で

の
健
康
な
男
女
。（
昭
和
元
年
４
月
１
日
〜

昭
和
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

▼
応
募
期
限
　
３
月
19
日
（月）

役 場 代 表 286－1111

町　民　部

町民生活課 286－6701
保健センター 286－6101
保険年金課 286－6702

介護保険室 286－6703

産業建設部

産業経済課 286－6708

建　設　課 286－6710

都市計画課 286－6712

北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生涯学習課 286－6716
学校教育課 286－6717

総　務　部
総　務　課 286－6720
総務課受付 286－6721
企画調整課 286－6723
税　務　課 286－6706

企　業　局
水　道　課 286－1115
下水道課 286－6718

出　納　室 286－6707
議会事務局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図　書　館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働く婦人の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
(財)公共施設等管理公社

286－1800
社会福祉協議会

286－6950

お問い合わせは
こちらまで
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▼
応
募
要
領

指
定
の
申
込
書
・
健
康
診
断
書
を
都
市
計
画

課
に
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
書
・
健
康
診
断
書
は
都
市
計
画

課
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
せ
先
　
都
市
計
画
課

ご
み
不
法
投
棄
監
視
人

（
ご
み
Ｇ
メ
ン
）
募
集

▼
応
募
資
格

65
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
健
康
な
方
で
、
普
通
自
動

車
の
免
許
を
所
有
し
、
か
つ
内
灘
町
在
住
の
方
。

▼
勤
務
内
容

公
共
用
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
ご
み
採
取

（
パ
ト
ロ
ー
ル
は
個
人
所
有
の
自
家
用
車
を

使
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

▼
勤
務
時
間
等
　
１
日
３
時
間（
週
６
日
勤
務
）

※
火
曜
日
、
国
民
の
休
日
、
１
月
、
２
月
、

８
月
14
日
〜
16
日
、
12
月
29
日
〜
31
日

は
お
休
み

▼
賃
　
　
金

月
額
７
０，

０
０
０
円
、
月
90
ℓ
の
ガ
ソ
リ

ン
チ
ケ
ッ
ト
を
支
給

▼
採
用
人
員
　
２
名

▼
応
募
要
領

役
場
町
民
生
活
課
窓
口
で
交
付
す
る
願
書
、

履
歴
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限
　
３
月
21
日
（水）

▼
面
接
試
験

日
時
、
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
願
書
提
出
先
・
問
い
合
せ
先
　
町
民
生
活
課

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集

企
業
局
水
道
課
で
は
、
次
の
と
お
り
検
針
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
　
１
名

▼
勤
務
内
容

毎
月
５
日
か
ら
10
日
ま
で
の
期
間
に
需
要
者

の
宅
地
内
に
あ
る
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針

▼
委
託
件
数
　
約
１，

１
０
０
戸

▼
委
託
料
　
１
ヶ
月
５
万
円
程
度

▼
検
針
地
区
　
鶴
ヶ
丘
４
・
５
丁
目
ア
パ
ー
ト
、

大
根
布
１
・
２
・
３
・
４
・
５
丁
目
、

大
根
布
と
、
大
根
布
８
丁
目

▼
応
募
資
格

内
灘
町
在
住
で
年
齢
64
歳
ま
で
の
方

▼
応
募
期
間
　
３
月
15
日
（木）
〜
22
日
（木）

▼
応
募
要
領

企
業
局
で
交
付
す
る
申
込
書
に
健
康
診
断
書

を
添
え
て
企
業
局
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
願
書
提
出
先
・
問
い
合
せ
先

水
道
課
（
役
場
３
階
）

内
灘
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社

嘱

託

職

員

募

集

▼
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

①
福
祉
セ
ン
タ
ー
業
務
員
　
１
名

②
自
転
車
競
技
場
業
務
員
　
１
名

③
中
型
バ
ス
運
転
手
　
　
　
１
名

▼
応
募
資
格

内
灘
町
在
住
で
年
齢
64
歳
ま
で
の
勤
勉
明
朗

で
健
康
な
方
。

※
バ
ス
運
転
手
の
場
合
は
大
型
運
転
免
許
有

資
格
者

▼
勤
務
条
件

⑴
賃
金
月
額

①
、
②
は
１
３
４，

８
０
０
円

③
は
１
８
１，

１
０
０
円

⑵
勤
務
時
間

①
、
②
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

③
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
・

午
後
１
時
〜
午
後
９
時
45
分（交

替
勤
務
）

⑶
休
　
　
日
　
年
間
１
１
８
日

⑶
そ
の
他

社
会
保
険
有
。
そ
の
他
、
内
灘
町
公
共
施

設
等
管
理
公
社
規
定
に
よ
る
。

▼
採
用
予
定
日
　
４
月
１
日

▼
応
募
要
領

内
灘
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社
事
務
局
で
交

付
す
る
願
書
・
履
歴
書
に
健
康
診
断
書
を
添

え
て
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限
　
３
月
20
日
（火）

▼
面
接
試
験

日
時
、
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
願
書
提
出
先
・
問
い
合
せ
先

（
財
）
内
灘
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社

内
灘
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

財
団
法
人
内
灘
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社
で

は
、
左
記
の
要
領
で
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
　
若
干
名

▼
応
募
資
格
　
満
45
歳
ま
で
の
勤
勉
・
明
朗
で
、

健
康
な
方
（
学
生
可
）。

▼
勤
務
場
所

内
灘
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

▼
勤
務
条
件
等

①
勤
務
日
　
相
談
に
応
ず

②
勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
内
で
都
合
の
良

い
時
間
（
時
間
は
相
談
に
応
ず
、
短
時

間
で
も
Ｏ
Ｋ
）

③
賃
　
　
金
　
時
給
８
６
０
円

（
午
後
６
時
よ
り
　
１，

０
７
５
円
）

▼
勤
務
開
始
　
４
月
よ
り

▼
応
募
要
領

履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
せ
先

（
財
）
内
灘
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社

内
灘
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

宿

直

職

員

募

集

▼
募
集
人
員
　
１
名

▼
応
募
資
格

年
齢
70
歳
ま
で
の
健
康
で
、
内
灘
町
在
住
の
方

▼
勤
務
条
件
等

①
賃
　
　
金
　
日
額
５，

１
０
０
円

②
勤
務
時
間

午
後
５
時
〜
翌
日
の
午
前
８

時
30
分

▼
応
募
要
領

内
灘
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
交
付

す
る
申
込
書
に
指
定
の
健
康
診
断
書
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限
　
平
成
13
年
３
月
16
日
（金）

▼
願
書
提
出
先
・
問
い
合
せ
先

内
灘
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

☎
２
８
６
―
３
７
６
６
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ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者
募
集

内
灘
町
で
は
、
家
庭
用
の
作
物
を
栽
培
す
る

楽
し
み
を
通
し
て
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
農
園
、
利
用
者
の
ふ

れ
あ
い
を
目
的
に
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
を
開
設

い
た
し
ま
す
。

▼
設
置
場
所

①
大
根
布
地
内
（
ハ
マ
ナ
ス
町
内
よ
り
200
メ

ー
ト
ル
海
側
）

②
宮
坂
地
内
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
横
）

▼
募
集
区
画
数

①
大
根
布
地
内
　
97
区
画

②
宮
坂
地
内
　
　
10
区
画

▼
広
　
さ

①
大
根
布
地
内
　
50
㎡

②
宮
坂
地
内
　
　
50
㎡
〜
80
㎡

▼
使
用
期
間

平
成
13
年
４
月
１
日
〜
平
成
14
年
２
月
28
日

▼
募
集
範
囲

内
灘
町
在
住
の
方
で
家
庭
農
園
に
意
欲
の
あ

る
人
。

１
世
帯
に
つ
き
１
区
画
の
み
応
募
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間
　
３
月
26
日
（月）
ま
で

※
申
込
書
は
産
業
経
済
課
に
あ
り
ま
す
の
で
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
区
画
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
希

望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
、
そ

の
結
果
を
役
場
か
ら
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
せ
先

産
業
経
済
課

い

い

話

・

い

い

音

楽

を

２
０
０
１
年
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
ト
ー
ク
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
）

「
女ひ

と

と
男ひ

と

―
共
に
新
し
い

生
き
方
を
求
め
て
―
」

21
世
紀
の
男
女
の
新
し
い
生
き
方
に
つ
い
て

町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
講
演
と
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
パ
ー
ト
５

日
時
　
３
月
25
日
（日）

午
後
２
時
〜
４
時

会
場
　
内
灘
町
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

講
師
　
樋ひ

口ぐ
ち

恵け
い

子こ

（
東
京
家
政
大
学
教
授
）

演
題
　
「
女ひ

と

と
男ひ

と

の
い
い
関
係

―
家
事
・
仕
事
・
老
後
」

コ
ン
サ
ー
ト
　
ピ
ア
ノ
＆
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
託
児
が
あ
り
ま
す
。

託
児
は
６
歳
児
ま
で
（
３
月
19
日
ま
で
に
申

込
み
が
必
要
）

入
場
無
料
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
講
演
に
先
立
ち
午
後
１
時
よ
り
社
会
教
育
功

労
者
感
謝
状
授
与
式
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先
　
生
涯
学
習
課

内
灘
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

内
灘
町
在
住
の
音
楽
家
と
内
灘
中
学
校
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
、
合
唱
部
に
よ
る
初
め
て
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
う
ら
ら
か
な
春
の

ひ
と
と
き
、
身
近
な
音
楽
家
が
奏
で
る
数
々
の

名
曲
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
さ
れ
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
る
方
は
生
涯
学
習
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
　
時
　
４
月
15
日
（日）

午
後
２
時
〜
４
時

▼
会
　
　
場
　
内
灘
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

▼
出
演
者

片
岡
の
り
子
、
山
崎
伸
代
、
野
沢
善
一
郎
、

野
沢
知
佐
子
、
女
声
コ
ー
ラ
ス
「
波
」、

内
灘
中
学
吹
奏
楽
部
よ
り
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
２

グ
ル
ー
プ
、
合
唱
部

▼
主
　
　
催

内
灘
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

▼
共
　
　
催

内
灘
町
教
育
委
員
会
、
内
灘
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、

内
灘
町
学
び
の
風
推
進
協
議
会

▼
問
い
合
せ
先

内
灘
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

☎
２
８
６
―
６
７
１
６
（
生
涯
学
習
課
内
）

㈱
マ
リ
ン
パ
ー
ク
内
灘

業

務

員

募

集

▼
採
用
予
定
人
員
　
１
名

▼
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
勤
務
条
件
等
　
隔
日
勤
務
、
委
細
面
談

▼
採
用
時
期
　
４
月
１
日
予
定

▼
業
務
内
容
　
経
理
、
軽
微
な
監
督
業
務

▼
応
募
資
格

内
灘
町
在
住
で
パ
ソ
コ
ン
の
経
験
が
あ
り
健

康
な
方
。（
自
動
車
等
で
移
動
で
き
る
方
。）

▼
応
募
期
限
　
３
月
21
日
（水）

▼
面
　
　
接
　
本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
せ
先
　
建
設
課

弓

道

教

室

生

募

集

健
康
体
力
づ
く
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に

弓
道
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

▼
参
加
対
象

15
歳
以
上
の
内
灘
町
在
住
及
び
内
灘
町
に
勤

務
す
る
人
。
過
去
に
学
生
弓
道
を
体
験
し
て

い
る
方
も
大
歓
迎
。

▼
開
講
日

４
月
17
日
（火）
午
後
８
時
よ
り

練
習
日
　
毎
週
火
、
木
曜
日
（
全
15
回
）

午
後
８
時
〜
午
後
９
時
30
分

▼
開
催
場
所

内
灘
町
弓
道
場
（
内
灘
町
体
育
館
右
横
）

▼
受
講
料

５，

０
０
０
円

（
生
涯
保
険
、ゴ
ム
弓
、胸
当
て《
女
性
の
み
》、

テ
キ
ス
ト
代
金
等
含
む
）

▼
申
込
締
切

４
月
15
日
（
開
講
当
日
も
受
付
可
）

▼
申
込
・
問
い
合
せ
先

内
灘
町
弓
道
協
会
（
松
川
）

☎
２
８
６
―
１
３
８
２

FAX
２
８
６
―
１
３
８
２

樋口恵子さん



2001.3.5.（17）

暮
ら
し
の
情
報

「
お
や
こ
ペ
ア
・
ル
ー
ム
」
に

参

加

し

ま

せ

ん

か

？

鶴
が
丘
乳
児
保
育
園
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
一
環
と
し
て

お
や
こ
ペ
ア
・
ル
ー
ム
を
開
き
ま
す
。

ペ
ア
・
ル
ー
ム
は
、
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん

が
一
緒
に
参
加
し
家
庭
で
で
き
る
遊
び
や
、
子

育
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
ね

ら
い
で
す
。

定
員
（
10
名
程
度
）
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
参
加
さ
れ
た
方
は
、
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

▼
日
　
　
時

平
成
13
年
５
月
〜
平
成
14
年
３
月

（
10
回
コ
ー
ス
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
対
象
児

・
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ク
ラ
ス

（
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
）

・
１
歳
児
ク
ラ
ス
（
平
成
11
年
４
月
２
日
〜

平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お

子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
）

▼
場
　
　
所
　
鶴
が
丘
乳
児
保
育
園

▼
締
め
切
り
　
３
月
30
日
（金）

▼
申
込
・
問
い
合
せ
先

鶴
が
丘
乳
児
保
育
園

中
川（
☎
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
８
６
―
０
１
３
３
）

か
ほ
く
郡
育
児
サ
ー
ク
ル
共
同
開
催

「
親
子
の
た
め
の
ふ
れ
あ
い
学
習
会
」

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
手
遊
び
や
う
た
で

遊
ん
だ
後
は
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
!!
そ
の
後

は
、
ち
ょ
っ
と
静
か
に
お
母
さ
ん

た
ち
だ
け
の
お
話
。

▼
講
　
　
師

県
お
も
ち
ゃ
・
う
た
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

北
島
一
恵
先
生

▼
日
　
　
時

３
月
21
日
（水）

①
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

親
子
教
室
「
親
子
遊
び
の
い
ろ
は
」

②
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

親
子
で
ラ
ン
チ

③
午
後
０
時
30
分
〜
２
時

母
親
学
級「
ど
う
や
っ
て
子
ど
も
と
接
す
る
か
」

※
行
事
は
自
由
に
選
択
し
て
参
加
可
能
で
す
。

※
手
話
通
訳
が
つ
き
ま
す
。
③
の
み
託
児
あ
り

（
先
着
20
名
）

▼
場
　
　
所
　
津
幡
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費
　
２
０
０
円
、
ラ
ン
チ
の
参
加
は

７
０
０
円
（
母
親
の
昼
食
代
）

▼
定
　
　
員
　
な
し

▼
参
加
資
格
　
子
育
て
中
の
方

▼
受
付
期
間
　
３
月
１
日
〜
３
月
15
日

▼
申
込
・
問
い
合
せ
先

子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
　
い
ど
ば
た

村
中
智
恵

☎
２
８
９
―
５
４
５
７

夢
み
ど
り
い
し
か
わ
２
０
０
１

前

売

券

発

売

中

▼
開
催
期
間

平
成
13
年
９
月
８
日
（土）
〜
11
月
11
日
（日）

▼
主
会
場

金
沢
城
址
公
園
を
中
心
と
す
る
兼
六
園
周
辺

文
化
ゾ
ー
ン

▼
拠
点
協
賛
会
場

七
尾
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
「
の
と
蘭
ノ
国
」、

柴
山
潟
・
片
山
津
温
泉
街
及
び
周
辺
地
域

▼
協
賛
会
場

県
内
39
市
町
村

▼
問
い
合
せ
先
　
都
市
計
画
課

女
性
県
政
学
習
バ
ス
に

参

加

し

ま

せ

ん

か

！

〜
『
女
性
県
政
学
習
バ
ス
』
の

参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
〜

バ
ス
を
利
用
し
て
県
の
施
設
な
ど
を
見
学

し
、
県
政
へ
の
理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

▼
参
加
資
格

原
則
と
し
て
35
人
〜
55
人
ま
で
の
女
性
団

体
・
グ
ル
ー
プ（
35
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

▼
運
行
期
間
　
５
月
７
日
（月）
〜
11
月
30
日
（金）

▼
申
込
受
付
期
間
　
３
月
５
日
（月）
〜
16
日
（金）

▼
問
い
合
せ
先
　

県
庁
女
性
青
少
年
課
　
男
女
共
同
参
画
推
進
室

〒
９
２
０
―
８
５
８
０
金
沢
市
広
坂
２
―
１
―
１

☎
２
２
３
―
９
１
０
７

FAX
２
２
３
―
９
３
７
９

今
月
の
納
税
　
納
期
限

4
月
2
日
（月）

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
　
第
12
期

町
税
の
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め

し
ま
す
。
〜
手
続
き
は
簡
単
で
す
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用

印
を
お
持
ち
の
上
、
左
記
の
金
融
機
関
又
は

役
場
窓
口
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
石
川
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸

銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用
金
庫
・

石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

▼
問
い
合
せ
先
　
税
務
課

区　　　分 前売券（当日券） 全期間入場券

大　人（18歳以上65歳未満）

小　人（小学生以上18歳未満）

高齢者（65歳以上）

●全期間入場券は、前売も当日も同額です。●未就学児、障害者とその介
護の方は無料です。●フェア入場券の提示により、兼六園へ無料で入場で
きます。（ただし、フェア期間中の１日に限る）●入場券１枚に北鉄バス乗
車券が２枚ついています。

1,200円（1,500円）

0,500円（0,700円）

0,600円（0,800円）

2,500円

1,000円

1,200円

前売入場券発売中!!
　抽選でハワイ旅行や豪華賞品が�
当たる応募券つき!!買ってね!!�
 都市計画課窓口で販売しています。�



狂
犬
病
予
防
注
射
・
新
規
登
録

手
続
き
ご
案
内

狂
犬
病
予
防
注
射

（
集
合
注
射
）
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。

ま
た
、
登
録
し
て
な
い
犬
を

お
飼
い
の
方
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
と
同
時
に

犬
の
登
録
が
で
き
ま
す
。

▼
狂
犬
病
予
防
注
射
・
犬
登
録
に
係
る
費
用

注
射
手
数
料
　
３，

０
０
０
円
（
注
射
料
含
む
）

登
録
手
数
料
　
３，

０
０
０
円

（
※
注
射
と
登
録
を
同
時
に
さ
れ
る
場
合
は

６，
０
０
０
円
）

◎
都
合
で
、
集
合
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
お
受

け
く
だ
さ
い
。

◎
犬
の
飼
い
主
は
、
犬
を
飼
っ
た
日
（
生
後
90

日
以
内
の
犬
は
、生
後
90
日
を
経
過
し
た
日
）

か
ら
犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
法
律
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
犬
の
登
録
は
、
一
生
涯
一
度
の
登
録
と
な
っ

西
荒
屋
公
民
館
10：

30
〜
11：

15

４
月
11
日
水
宮
坂
公
民
館

11：

40
〜
12：

00

大
根
布
公
民
館
13：

30
〜
15：

00

向
粟
崎
公
民
館
10：

00
〜
11：

30

４
月
12
日
木
千
鳥
台
公
民
館
13：

00
〜
13：

45

大
清
台
公
民
館
14：

15
〜
15：

00

ア
カ
シ
ア
公
民
館

10：

00
〜
10：

45

４
月
13
日
金
緑
台
公
民
館

11：

15
〜
12：

00

鶴
ヶ
丘
西
公
民
館

13：

30
〜
14：

30

４
月
15
日
日
保
健
セ
ン
タ
ー
10：

00
〜
12：

00

▼
申
込
・
問
い
合
せ
先
　
生
涯
学
習
課

対
象

教
室
名
（
内
容
）

会
　
　
　
場

開
始
日
及
び
日
程

時
　
　
間

小4～中1婦　　　人成人高　　齢　　者

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

（
硬
　
　
式
）

テ
　
　
ニ
　
　
ス

（
硬
　
　
式
）

太
　
　
極
　
　
拳

ジ
ャ
ズ
体
操

初
　
　
心
　
　
者

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

健
康
ク
ラ
ブ

中

央

体

操

西
荒
屋
体
操

室
　
体
　
操

町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
総
合
公
園
）

町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
総
合
公
園
）

働
く
婦
人
の
家

（
向
陽
台
公
民
館
）

内
灘
町
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
（
宮
坂
）

内
灘
町
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
（
宮
坂
）

向
粟
崎
体
育
館

内
灘
体
育
館

西
荒
屋
公
民
館

室

公

民

館

開
始
日
　
５
月
13
日
（日）

毎
週
日
曜
日

回
　
数
　
10
回
シ
リ
ー
ズ

開
始
日
　
５
月
12
日
（土）

毎
週
土
曜
日

回
　
数
　
10
回
シ
リ
ー
ズ

毎
週
火
曜
日

毎
週
金
曜
日

開
始
日
　
４
月
11
日
（水）

毎
週
水
曜
日

回
　
数
　
20
回
シ
リ
ー
ズ

毎
週
木
曜
日

毎
週
火
曜
日

毎
週
土
曜
日

毎
週
火
曜
日

10：

00
〜
11：

30

10：

00
〜
11：

30

20：

30
〜
22：

00

10：

00
〜
11：

30

20：
00
〜
22：

00

９：

30
〜
11：
00

９：

30
〜
11：

00

９：

30
〜
11：

00

14：

00
〜
15：

30
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て
お
り
、
所
在
地
の
市
町
村
で
登
録
を
し
ま

す
。（
内
灘
町
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
）

◎
引
っ
越
し
な
ど
で
他
の
市
町
村
か
ら
移
動
の

場
合
や
、
飼
い
主
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
交
付
を
受
け
て
い
る
鑑
札
を
添
え
て
所

在
地
等
の
変
更
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
犬
が
死
亡
し
て
既
に
飼
っ
て
い
な
い
方
は
、

犬
の
死
亡
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
ん
の
始
末
は
飼
い
主
が
！

最
近
、
公
園
や
道
路
で
犬
や
猫
に
よ
る
ふ
ん

害
が
目
立
ち
ま
す
。

「
子
ど
も
を
連
れ
て
、
公
園
へ
行
っ
て
も
ふ

ん
が
あ
っ
て
気
持
ち
よ
く
遊
べ
な
い
。」

「
よ
く
、
家
の
前
で
ふ
ん
を
そ
の
ま
ま
に
さ

れ
て
困
り
ま
す
。」

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん

の
始
末
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
ま
た
、
犬
の

放
し
飼
い
は
、
時
に
は
人
を
攻
撃
し
た
り
、
作

物
を
荒
ら
し
た
り
、
他
の
犬
や
猫
と
ケ
ン
カ
し

た
り
、
ま
た
交
通
事
故
な
ど
に
遭
う
危
険
性
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
つ
な
い
で
お
き
ま
し
ょ

う
。
み
ん
な
が
住
み
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
み
な
さ
ん
で
協
力
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

犬
を
散
歩
さ
れ
る
と
き
に

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
首
輪
が
抜
け
た
り
、
引
き
綱
が
外
れ
な
い
よ

う
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

◎
運
動
さ
せ
る
場
所
、
時
間
な
ど
人
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ふ
ん
の
後
始
末
用
の
シ
ャ
ベ
ル
や
袋
を
持
っ

て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

内
灘
町
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
前
期
）

参

加

者

募

集

ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
新
し
い
自
分
を
み
つ
け
よ
う
！

月
　
日
曜
日

会
　
　
場

時
　
　
間



平
成
13
年
４
月
か
ら
、
も
え
な
い
ご
み
の
収

集
は
水
曜
と
金
曜
日
に
な
り
ま
す
。

ま
た
収
集
区
域
を
左
の
表
の
よ
う
に
変
更
し

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
広
報
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

河
北
斎
場
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
募
集

河
北
斎
場
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

55
歳
ま
で
の
健
康
な
方
で
自
宅
か
ら
河
北
斎

場
ま
で
通
勤
可
能
な
方

▼
勤
務
内
容

会
葬
者
へ
の
案
内
及
び
接
待
、
待
合
棟
の
清

掃
▼
勤
務
時
間
等

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
（
休
憩
時
間
含

む
）。
但
し
、
施
設
の
使
用
状
況
等
に
よ
り

始
業
・
終
業
時
間
の
変
更
あ
り

休
日
　
友
引
の
日
（
８
月
及
び
１
月
２
日
、

12
月
31
日
は
除
く
）、
１
月
１
日
、

８
月
15
日
、
組
合
が
指
定
す
る
日

▼
賃
　
　
金
　
時
間
給
１，

０
０
０
円

▼
採
用
人
員
　
１
名

▼
応
募
要
領

斎
場
施
設
組
合（
内
灘
町
町
民
生
活
課
）で
交

付
す
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
採
用
候
補
者
試
験

申
込
書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
応
募
期
限
　
３
月
21
日
（水）

▼
面
接
試
験

日
時
・
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
願
書
提
出
先
・
問
い
合
せ
先

河
北
郡
斎
場
施
設
組
合
（
町
民
生
活
課
）

☎
２
８
６
―
６
７
０
１

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
一
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▼
今
月
の
該
当
者

昭
和
11
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

注：

老
人
保
健
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
方
（
70

歳
以
上
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
障
害
認
定

を
受
け
た
方
）
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

▼
申
請
受
付
開
始
日
　
３
月
15
日
（木）

▼
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受

給
者
本
人
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会
保

険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま

す
。

▼
問
合
せ
先
　
保
険
年
金
課

新
築
記
念
樹
贈
り
ま
す

〜
ご
新
築
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

内
灘
町
で
は
、
明
る
い
緑
の
街
づ
く
り
の
た

め
に
、
又
、
あ
な
た
の
ご
新
築
を
記
念
し
て
、

さ
さ
や
か
で
す
が
、
樹
木
を
お
贈
り
し
て
い
ま

す
。春

も
近
づ
き
、
こ
れ
か
ら
は
植
樹
に
最
良
の

時
期
と
な
り
ま
す
。
家
屋
の
新
築
が
確
認
さ
れ

た
後
、
引
換
券
を
お
贈
り
し
ま
す
の
で
町
内
の

造
園
業
者
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先
　
建
設
課

◎
ス
プ
レ
ー
缶
も
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す

平
成
13
年
４
月
か
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
同

様
に
ス
プ
レ
ー
缶
も
資
源
物
と
し
て
分
別
収
集

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
必
ず
中
身
を
使
い

切
っ
て
か
ら
、
穴
を
あ
け
て
町
会
の
リ
サ
イ
ク

ル
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2001.3.5.（19）

▼
問
い
合
せ
先
　
町
民
生
活
課

も
え
な
い
ご
み
の
収
集
曜
日
・
区
域
が
変
わ
り
ま
す
！

４
月
13
日

金
曜
日

向
粟
崎
２
・
５
丁
目
、
向
陽
台
、

ア
カ
シ
ア
、
鶴
ヶ
丘
４
丁
目

４
月
11
日

水
曜
日

向
粟
崎
１
・
３
・
４
丁
目
、
旭
ヶ
丘
、

千
鳥
台
、
緑
台

鶴
ヶ
丘
１
・
２
・
３
丁
目
、

４
月
６
日

金
曜
日

鶴
ヶ
丘
５
丁
目
、

大
清
台
、
ハ
マ
ナ
ス
、
大
学
１
丁
目

４
月
４
日

水
曜
日

大
学
２
丁
目
、
大
根
布
、
宮
坂
、

西
荒
屋
、
室
、
湖
西

暮
ら
し
の
情
報
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Q
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Q
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Q
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●

普
通
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
ら

な
い
方
）
の
平
成
12
年
度
第
３
期
分
の
納
期

限
は
、
４
月
２
日
（月）
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

◇
平
成
13
年
度
の
介
護
保
険
料

・
普
通
徴
収

平
成
12
年
度
中
に
65
歳
に
到
達
し
、
被
保

険
者
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、
平
成

13
年
９
月
ま
で
は
年
金
か
ら
の
天
引
き
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
平
成
13
年
度
第
１
期

（
７
月
）
・
第
２
期
（
９
月
）
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
普
通
徴
収
に
よ
る
納
付

と
な
り
ま
す
。

・
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

平
成
13
年
度
４
月
・
６
月
・
８
月
の
年
金

支
給
時
に
は
、
平
成
13
年
２
月
に
天
引
き

さ
れ
た
金
額
と
同
額
が
仮
徴
収
さ
れ
ま

す
。

◇
保
険
料
の
納
入
に
は

便
利
な
口
座
振
替
を
！

保
険
料
の
納
入
に
は
口
座
振
替
に
よ
る
納

入
が
便
利
で
す
。
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

役
場
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

◇
年
金
の
お
届
け
も
お
忘
れ
な
く

年
金
に
つ
い
て
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
介
護
保
険

料
の
天
引
き
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
年
金
の
現
況
届
は
速
や
か
に
提

出
し
ま
し
ょ
う
。

◎
介
護
保
険
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

保
険
年
金
課
　
介
護
保
険
室

先
日
、
年
金
を
受
け
て
い
た
母

が
死
亡
し
ま
し
た
が
、
年
金
に

関
し
て
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
亡
く

な
ら
れ
た
ら
、
そ
の
遺
族
の
方

は
「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」

を
原
則
10
日
以
内
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
も
し
こ
の
届
出
が
遅
れ
た
り
、
忘

れ
た
り
す
る
と
死
亡
日
以
後
も
年
金
が
支

払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
過
払
い
と

な
っ
た
年
金
は
、
あ
と
で
遺
族
の
方
か
ら

返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
余
分
な

負
担
が
生
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
死

亡
の
届
出
は
速
や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
届
出
先
）

○
国
民
年
金
の
受
給
権
者
の
死
亡

⬇
住
所
を
管
轄
す
る
市
役
所
・
町
村
役
場

○
厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
の

受
給
権
者
の
死
亡

⬇
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は

金
沢
年
金
相
談
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ＱＱＱＱＡＡＡＡ

３
月
は
介
護
保
険
料
の
納
期
で
す

介
護
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

移
動
の
季
節
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
口
座
振
替
が
便
利
で
す

○
あ
な
た
の
指
定
さ
れ
た
預
金
口
座
か
ら
、

自
動
的
に
払
い
込
ま
れ
る
の
で
、
納
め
忘

れ
が
な
く
安
心
で
す
。

○
納
付
の
た
び
に
金
融
機
関
に
出
向
く
必
要

が
な
く
、
手
間
が
省
け
ま
す
。
仕
事
の
忙

し
い
方
、
不
在
が
ち
な
方
な
ど
に
お
す
す

め
で
す
。

○
一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
毎
年
自
動
的
に

継
続
さ
れ
便
利
で
す
。

申
し
込
み
手
続
き
・・・・・・

指
定
の
金
融
機
関
に
、
年
金
手
帳
、
預
金

通
帳
、
届
出
印
、
納
付
案
内
書
を
お
持
ち

に
な
っ
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
前
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
、
１
年
間
ま
た
は
一

定
の
期
間
分
を
ま
と
め
て
前
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
前
納
す
る
と
保
険
料
が
割
引
に

な
り
ま
す
の
で
と
て
も
お
得
な
制
度
で
す
。

―
学
生
納
付
特
例
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？
―

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
学
生
の
た
め
に
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
生
本
人
の
所
得
で

審
査
さ
れ
、
在
学
中
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
も
の
で
す
。

猶
予
の
開
始

は
、
申
請
の
あ
っ
た
月
の
前
月
か
ら
で
す
。

ま
た
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
年
度
（
４

月
〜
翌
年
３
月
）ご
と
に
承
認
さ
れ
ま
す
の
で
、

在
学
中
、
継
続
し
て
希
望
さ
れ
る
方
は
毎
年
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。
そ
の
年
の
５
月
31
日
ま

で
に
国
民
年
金
窓
口
へ
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
の
情
報



更
年
期
は
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
の
崩

れ
か
ら
体
の
不
調
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
時
期
は
女
性

に
と
っ
て
体
内
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
の
親
離
れ
や
親
の
介
護
問
題
な
ど
環

境
面
で
も
大
き
な
変
化
に
直
面
す
る
こ
と

も
多
く
、
心
身
へ
の
ス
ト
レ
ス
が
重
な
る

時
期
で
も
あ
る
の
で
す
。「
更
年
期
だ
か

ら
仕
方
な
い
・・・・・・」
と
あ
き
ら
め
て
い
る

貴
方
も
、
更
年
期
問
題
に
興
味
の
あ
る
方

も
、
こ
の
機
会
に
更
年
期
に
起
こ
り
う
る

か
ら
だ
の
不
調
・
か
ら
だ
の
変
化
へ
の
対

応
方
法
、治
療
方
法
な
ど
に
つ
い
て
知
り
、

更
年
期
を
上
手
に
乗
り
切
っ
て
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
素
敵
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

▼
と
　
き

３
月
23
日
（金）

午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ

内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
　
師

富
山
医
科
薬
科
大
学

産
婦
人
科

種
部
恭
子
先
生

2001.3.5.（21）

知 っ 得 情 報
不用品リサイクル登録情報

●譲って下さい（希望品）
ビデオデッキ、ラジカセ、冷蔵庫（一人用）、電子レンジ、
カラーテレビ、こたつ、カラオケセット、
大人用かご付き自転車、ファンヒーター、石油ストーブ、
ミニコンポ、ピアノ、ルームランナー、健康器具、
子供用食事いす、ワンタッチチェア、チャイルドシート、
Ｂ型ベビーカー、手押しカート（木製）、
幼児向けビデオソフト、ベビーベッド、
内灘中学校男子制服上下（サイズ：160と175～180）
内灘中学校男子体操服（サイズ：160と175～180）
清湖小学校女児制服上下（サイズ：120～130）

●譲ります（提供品）
子供用学習机3件（白色、濃い茶色等）、
テレビ台、パソコンラック、ダブルベッド（木製）、
ソファー（茶色合皮、1人用2台）、
シングルベッド、チェストタンス、電気もちつき機、
一人用サウナ（家庭用）、ヤマハエレクトーン、
子供用自転車（男児用、24インチ、5段変速付き）、
子供用お布団（保育所のお昼寝用）、
リュックサック（大人用、黒色）

○希望者・提供者の品物が合えば、希望者に提供者をご紹介いたします。
登録期間は６ヶ月です。
○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、
音楽用品、ベビー用品、制服（町内小中学校）
○無料での提供のみお取扱いします。

◇登録、問合せ先　町民生活課　☎286－6701

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（2月27日まで受付分）

希望者� 提供者�交渉成立�

町民生活課�

紹介�

登
　
録�

登
　
録�

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

３
月
の

は
ま
な
す
大
学
（１）

▼
日
　
時
　
３
月
16
日
（金）

午
後
１
時
30
分
〜
　

▼
場
　
所
　
文
化
会
館
３
階
視
聴
覚
室

▼
テ
ー
マ

「
山
の
あ
な
た
の
空
遠
く
」

▼
講
　
師
　
金
沢
医
科
大
学
講
師

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

森
井
　
道
男
　
氏

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

女
性
の
心
と
か
ら
だ

〜
更
年
期
を
上
手
に
す
ご
す
た
め
に
〜

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ほ
の
ぼ
の
湯
」

は
、
施
設
の
点
検
整
備
の
た
め
、

４
月
３
日
（火）
と
４
月
４
日
（水）

の
２
日
間
、
休
館
い
た
し
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
の
情
報

ほ

の

ぼ

の

湯

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通

安
全
、
税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、
役
所

の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

▼
と
こ
ろ
　
内
灘
町
働
く
婦
人
の
家

▼
と
　
き
　
３
月
16
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時
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4か月児健診
3月19日（月） 対象 12年11月生
4月24日（火） 対象 12年12月生

（時間）13：00～14：00

１才6か月児健診
3月12日（月） 対象 11年8月生
4月17日（火） 対象 11年9月生

（時間）13：00～14：00

3才児健診

4月10日（火）対象 9年12月生

（時間）13：00～14：00

ひよこっこサークル
4月11日（水）対象 5～6か月児

（時間）受付・身体計測　13：00～13：30

教　　　　　室　13：30～15：00

（内容）離乳食のすすめ方・離乳食の試食

※5～6か月児以外の方でも、離乳食のすすめ方

などで聞きたいことがある方はお越しください。

すくすく赤ちゃん!!
3月28日（水）

10：00～11：00
赤ちゃん体操と０才児の遊びの教室で
す。発育発達の
相談や子育て
アドバイスも。
お気軽にご参
加ください。

担当：鶴ヶ丘乳児保育園保育士
（子育て支援センター）

0才児の親子あそびの教室
ツベルクリン反応検査とBCG接種
3月19日（月）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

3月21日（水）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成12年11月生

（時間）13：00～14：00

｝
4月24日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

4月26日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成12年12月生｝

4月から健診の曜日が変わります。会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

3月21日（水）
＝みんなで遊ぼう＝
○劇あそび
人形劇サークル「らくだ」

3月14日（水）
10：00～11：00
パ ン ダ ク ラ ブ

3月15日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

「ぼくにげちゃ
うよ」「おやすみな
さいおつきさま」
などの作品で知ら
れるマーガレット･
W･ブラウンの特集
です。フリートー
クもありますので、絵本のことだけでな
く、育児のこと他いろいろお話しくださ
い。お母さんだけでもOK。どなたでもお
気軽においでください。

1～3歳児の遊びの教室

今月のテーマ

『マーガレット･W･ブラウンの絵本』

＝みんなで遊ぼう＝
○手足をのばそう親子体操
～講師～
幼児体操教室
スポーツエドゥケーション・レオ
＝みんなで考えよう＝
○元気がでるおいしいおやつ

3月16日（金）・23日（金） 10：00～12：00
会場：保健センター

〈講　　師〉心理リハビリテーション・スーパーバイザー
浜　中　　弘 先生

〈対　　象〉脳卒中を患った方及びそのご家族
〈申し込み〉3月14日（水）までに保健センター☎286－6101へご連絡
〈申し込み〉ください。

今話題の動作訓練法とは、呼吸法や力の入れ方抜き方を感じたり、手足を
さすったり、動かしたりすることを通して、身体のしこりやストレスを楽に
するものです。基本を覚えて、自宅で自分一人でも、夫婦・親子ペアでも行
えます。興味のある方は、お気軽にご参加ください。2回シリーズですが、1
回のみの参加もできます。2回目終了後は、交流会も予定しています。

脳卒中健康教室

「こころと身体のリラクゼーション」
～動作訓練法を通して～

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

次回のまいどさんは勢登さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！�

　私は普通の高校生ですよ。カラオケも好きだし、休みにはよ
くショッピングに行きます。運動も大好きで、遊歩道を妹とよ
くジョギングしてます。体を動かすと気持ちいいですよね。�
　今高校３年生。就職が決まったのでホットしてますけど３月
から研修が始まるので、すごく緊張しています。社会に出て仕
事をしていろんな人と出会えたらいいな。人と接するのが大好
きなので。�
　22・23歳くらいで結婚して子どもが欲しい（笑）。理想の
男性は仕事がバリバリできて子煩悩で、人間として優しい人。
思いやりのある人と出会えたらいいなあと思ってます。�

　今月は酒井さんから紹介のあった、勢登有紀さんに登場して
いただきます。�

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。�

勢登　有紀 さん�
（鶴ヶ丘・17歳）�

せ� と� ゆ� き�
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向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

3月21日（水） 3月22日（木） 3月23日（金）

問い合わせ先　町民部町民生活課　☎286－6701

※３月から古着等衣服の収集を中止します

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報係まで　☎286－6720

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

◆
四
月
か
ら
小
学
校
に
入
学

す
る
お
子
さ
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の
名
簿
が
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月
号
に
掲
載
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て
い
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お
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な
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確
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だ
さ
い
ね
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最
近
、
小
学
校
に
取
材

に
行
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く
の
は
子
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も
の
少
な
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で
す
。
自
分

自
身
が
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
頂
点
に
生
ま
れ
て
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り
、
中
学
校
の
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一
学
年
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十
一
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ま
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た
。
一
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四
十
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弱
で
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か
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、
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憶
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ゴミ収集カレンダー
1.もえるゴミ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）

2.もえないゴミと資源物

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないゴミ（埋立ゴミ） 資源物（リサイクルできるもの）

11

〃

〃

〃

13

〃

〃

6

13

6

〃

〃

〃

4

〃

〃

〃

〃

〃

20
19：00～20：00

〃

〃

20
19：30～20：30

19
19：00～20：00

19
20：00～21：00

19
19：00～20：00

19
18：00～19：00

27
6：30～7：30

26
19：00～20：00

〃

8
8：00～9：00

13
8：00～9：00

13
19：00～20：00

13
18：30～19：30

13
19：00～20：00

13
18：00～19：00

13
18：00～19：00

13
11：00～12：00

4月

10

〃

〃

〃

9

〃

〃

〃

2

〃

〃

3

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

3月 4月
16

19：00～20：00

〃

〃

16
19：30～20：30

15
19：00～20：00

15
20：00～21：00

15
19：00～20：00

15
18：00～19：00

23
6：30～7：30

22
19：00～20：00

〃

18
8：00～9：00

23
8：00～9：00

23
19：00～20：00

23
18：30～19：30

23
19：00～20：00

23
18：00～19：00

23
18：00～19：00

23
11：00～12：00

3月

お知らせ�
4月30日（月）は振替休日ですが、通常どおりもえる
ごみの収集を行います。5月3日（木）は祝日ですので
収集はありません。ご了承ください。�

1,656
455
421
823
1,189
763
1,636
1,045
733
1,585
524
409
349
431
545
254
71

12,889
1

1,740
542
459
898
1,192
790
1,695
1,113
754
1,614
512
669
359
461
555
289
71

13,713
△ 6

3,396
997
880
1,721
2,381
1,553
3,331
2,158
1,487
3,199
1,036
1,078
708
892
1,100
543
142

26,602
△ 5

1,096
350
310
607
738
514
1,104
719
530
1,033
490
605
254
253
312
152
45

9,112
5

内灘町字別人口世帯数 平成13年1月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ケ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴 ケ 丘 東
鶴ケ丘4丁目
鶴ケ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数

3～4月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

3/11
（日）

3/18
（日）

3/20
（火･祝）

3/25
（日）

4/1
（日）

4/8
（日）

4/15
（日）

船木整形外科医院 七塚町白尾イ44-1 283-4353

サンクリニックやまだ（小･内）津幡町潟端461-10 289-3929

かねだ医院（内･神経内） 高松町高松ヲ2-6 281-1164

金原皮膚科医院 内灘町アカシア1丁目48 237-7950

久保医院（内･小） 宇ノ気町宇野気ヌ183-1 283-0017

藤井産婦人科医院 内灘町向陽台1丁目225 238-5151

西田医院（内･小） 内灘町アカシア1丁目26 238-3514

柴田クリニック（小･皮） 津幡町加賀爪ホ286 289-2572

村田医院（内･小） 内灘町鶴ヶ丘2丁目8-15 286-0300

山崎外科胃腸科医院 津幡町加賀爪リ20 289-2288

田中医院（耳鼻咽喉） 内灘町向陽台2丁目224 237-6923

一林医院（内・小） 津幡町庄ウ3 289-2002

カセノ内科医院 七塚町木津ニ140-4 285-0008

山田耳鼻咽喉科医院 津幡町津幡ロ5-10 288-2084

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞などで確認してください。

発　行
内灘町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920-0292  石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/


